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第３章　１．赤穂市の歴史的環境　

１．赤穂市の歴史的環境

（1）ઍछͱの共生

播ຏ地域ɺ༖อҎ東の流域Ͱฏ野͕Αく開け͍ͯΔ一ํɺ赤穂市の所͢ࡏΔઍछ流域

にのΈฏ野の発ୡ͕ݟΒれͳ͍ɻԬ山県東部ͱԑੑΛͭ࣋͜う͠た地ܗͰɺ人ʑঢ়Տ

の自વఅ上Ͱͳくɺの൙ཞ͔ΒकΒれた山にدりఴうΑうにॅΉの͕一般తͰあͬ

たɻ古にɺൺֱత͍ฏ野のあΔ市北部の有年地

区に͓͍ͯɺઍछͦのࢧ流ͰあΔ野ɺ谷

͕生Έग़͠たංཊͳ土Λج൫ͱͯ͠ɺ農ߞ集落͕築

͔れ͍ͯたɻ市ೆ部Ͱ古墳࣌に͢ͰにԘ͕行

Θれ͓ͯりɺ農地のগͳさ͔Β考͑ͯɺړ業Ԙ

業Λ生業ͱͯ͠人ʑ͕生͍ͯ͠׆たͱ考͑ΒれΔɻ

中世にͳΔͱɺઍछՏޱ部の地化͕急にਐΈɺ

Տޱ部の人ʑのҠॅ͕࢝まΔɻ中世͔ظΒ࣌ށߐ

ॳظにɺઍछの土అ築͕行Θれͯඣ路街道ɺ

備前街道͕整備されɺઍछの流路ΛあΔఔ度ίンτ

ϩール͠ͳ͕Β城ͱ城下町͕築͔れたɻ城城下町ɺ

ͦれまͰの農村集落Ͱͳく流௨市ͰありɺՏަ

௨Λඞཁͱ͠たたΊɺ࣌ɺ東の山Ԋ͍Λ流れ͍ͯた

図 19	 江戸時代の主要川筋と旧街道

千種川（宝珠山山頂より）
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第３章　　赤穂市の歴史と文化

ඌ崎（ࡏݱのઍछ）ΛُのߕͰԃ͖ࢭΊɺ城下町にྡ͠たݟ۽（ࡏݱのՃཬͱ中

）にਫ流Λ確อͯ͠ધ入Λͭくりɺ高सΛ௨行さͤたɻ͔͠͠ɺઍछ上流部Ͱ行Θれ

͍ͯたʮたたΒమʯに伴うʮమ݀流͠ʯにΑΔ土࠭流ग़にΑΔたΊ͔ɺఈ͕ઙく流れ͕急

ͳઍछ൙ཞଟ͔ͬたɻ࣌ށߐの文ݙ記録Ͱɺ10 年に一度のϖースͰߑਫ͕͖ͯى

͍Δɻͦのඃの࠷たΔの͕ɺ໌࣏ 25（1872）年のߑਫͰあͬたɻ市街地શ体͕ףਫ͠た

͜のࡂରࡦのたΊɺઍछのຊ流Λࡏݱの場所ͱ͠ɺ͔ͭͯのݟ۽（大）Λ埋ΊΔ͜ͱ

ͱ͠たɻࡏݱɺ͜の埋立地公共ࢪ設ɺ業ࢪ設ॅ宅地ͳͲͱͯ͠開発され͍ͯΔɻ

͜のΑうに赤穂市のྺ史ɺઍछͱの共生ɺઓ͍のྺ史Ͱあͬたɻۙ年Ͱɺฏ 16

（2008）年の風にΑΔ大ਫͰɺ市北部の有年地区の一部͕ףਫ͢ΔͳͲɺͦのঢ়گࡏݱ

ଓ͍͍ͯΔɻ

（2）生׆の͡まり

赤穂Ͱ人ྨの生͕׆開࢝されΔのɺೄ文࣌ૣظの 10000 年前ࠒͰɺ西有年・അ路

遺跡Ͱ࣌の石͕᭲発ݟされ͍ͯΔ͕ɺ詳細໌Β͔Ͱͳ͍ɻೄ文࣌前ظの 6000 年前

にɺ世քతͳԹஆ化にΑͬͯւਫ໘͕ 2N 上ঢ͠ɺԘ・大津地区の堂山遺跡Ͱ人ʑの集

ثのೄ文土ظ࣌まͰの༷ʑͳظޙΒ͔ظ前࣌ΒれたΑうͰあΔɻ堂山遺跡Ͱɺೄ文ݟ͕ॅ

͕ɺଟग़土͍ͯ͠Δɻ

赤穂に͓͍ͯɺຊ֨తͳࠟॅډ跡

͕確認Ͱ͖Δのɺೄ文࣌ظޙの

 4000 年前ͰあΔɻ有年地区Ͱɺ

ೄ文ظޙに有年牟礼・井田遺跡ɺ有

年原・クルミ遺跡ɺ上菅生遺跡ɺ東

有年・沖田遺跡Ͱ集落͕営まれ͍ͯ

Δほ͔ɺ東有年・沖田遺跡ɺ有年原・

クルミ遺跡Ͱɺೄ文࣌൩ظに

ͦのࠟ跡Λ͍ͯ͠Δɻ

生࣌の͡まりΛࣔ͢前ظの

土ثɺ堂山遺跡ͰΘ͔ͣに͔ͬͭݟ

͍ͯΔのΈͰありɺ生࣌中ظ中

༿（  2200 年 前 ） に ͳ ͬ ͯ Α う

く有年地区Ͱଟくの集落͕営まれɺ

市ೆ部Ͱ市周ล͕生׆のͱ

ͳͬたɻ生࣌ظޙに大型墓͕

た有年原・田中遺跡ɺ有年͔ͬͭݟ

牟礼・山田遺跡ɺઍछ࠷大の集

落遺跡の東有年・沖田遺跡ͳͲ͕あ

りɺ集落域͕֦大͠たͱਪ測されΔɻ堂山遺跡出土　縄文土器
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第３章　１．赤穂市の歴史的環境

有年原・田中遺跡　墳丘墓群

有年牟礼・山田遺跡　方形周溝墓群

昭和 63（1988）年度のほ場整備事業に伴う発掘調査で見つかった、大型墳丘墓群。1 号墓は、直径
19m の墳丘に陸橋部と突出部がとりつき、装飾壺・装飾器台・装飾高坏が出土した。

平成 23（2011）年度の発掘調査で全容が確認された、大型方形周溝墓群。1 号墓は、長辺 19m を測り、
装飾壺・装飾器台・大型壺が出土した。器台の比較より、有年原・田中遺跡より新しいと評価された。
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第３章　　赤穂市の歴史と文化

赤穂市に͓͍ͯظ࣌Λ確ఆͰ͖Δ࠷古の古墳ɺ古墳࣌ 5 世لॳ಄の蟻無山 1 号墳ͰあΔɻ

͜のظ࣌ɺ西播ຏ࠷大ڃͱͳΔશ 52 ̼のग़͖͠ൕ立ܗ古墳Ͱɺॳظਢثܙഅܗྠɺ

ધܗྠͳͲوॏͳࢿྉ͕͍͔ͯͬͭݟΔɻまたɺ同͡ࠒにの有年原・田中遺跡に͓͍ͯɺ

ேౡ͔ΒΘͬた͔りのॳظਢثܙ͕ग़土͠ɺম͖ͻͣΈのあΔࢿྉあΔ͜ͱ͔Βɺ

ۙくに༼͕あΔՄੑ͕考͑Βれ͍ͯΔɻ

古墳࣌6）ظޙ ʙ 7 世ل）にͳΔͱɺಛに有年原͔Β有年牟礼に͔けͯɺ150 Λ͑Δج

群集墳͕ܗされΔɻ͜れΒのほͱΜͲԣ݀ࣜ石ࣨ墳ͰあΔ͕ɺ野田 2 号墳塚山 6 号墳ͳͲɺ

ΒれΔɻݟりΛͭͳͲɺඇৗに͍͠古墳に間ࣨݰ

図 20	 蟻無山古墳群　ポリゴンモデル 有年原・田中遺跡出土初期須恵器類

図 21	 塚山 6 号墳　オルソ（正投影）画像
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　赤穂市教育委員会では、平成 25 年度から、山ؒ部にある古墳など
のຒ蔵文化財をѲするため、継続的な分布調査を実施しています。
分布調査ではଟくの古墳が新しく発見されていますが、特に重要な成
果が、前方後ԁ墳である「์ُ山（΄うきやま）1 号墳」の発見です。
　この古墳は、東有年・有年楢原地区にまたがる丘ྕ尾根上で見つかっ

たもので、全長 38̼と前方後ԁ墳としてはややখさなものですが、市内ॳの前方後ԁ墳の
発見となりました。
　前方後ԁ墳であることを֬認するため、平成 29 年度には֬認調査が行われ、古墳のද面の
෪石がඇৗによくされていること、その出土状گから、前方部が「όν」形をしていること、
また後ԁ部墳の֬認調査では盛土に石材がషられ、祭用の土器がஔかれていたことなどが
明らかとなりました。
　前方後ԁ墳は、地域で࠷も有力なट長やݖ力者が
用いた古墳の形で、前方後ԁ墳があることは、そこ
に周辺地域を治める「王」のような人物がいたこと
を示しています。今回の発見により、古墳࣌中期
になると前方後ԁ墳がಥ然見られなくなる西播磨地
域でのҐஔづけや、全国的にஶ名な生࣌の有年
原・田中墳丘墓܈との関、また古墳࣌中期の大
型ൕ立形墳である蟻無山 1 号墳との関わりなど、
今後明らかにしなければならないଟくのṖが生まれ
ました。
　これらのṖを解き明かすためには、今後の調査ݚ
をたなければいけまͤんが、いͣれにͤよ、赤ڀ
穂の古墳࣌史ひいては播磨地域や日本の古墳࣌
史を考える上でඇৗに重要な古墳となることはؒҧ
いないでしょう。

コラム

લํޙԁ
のൃݟ

ਤݩͷൃ۷ௐࠪ۠ͱٰ෮߸̍ࢁُ์

෦ͷௐࠪ

��N�

'�
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（3）古の赤穂

古の播ຏΛޠΔう͑Ͱ͔ܽͤͳ͍史ྉʰ播

ຏ国風土記ʱにɺ೦ͳ͕Β赤穂郡の記͕ࡌ

ൈけ落ち͍ͯΔ͕ɺ͢Ͱに 8 世ل中ࠒの文ݙに

ʮ播ຏ国赤穂郡ʯの記͕ࡌありɺまたฏ城宮

跡ग़土木؆にʮ赤穂郡大原ڷʯの文͑ݟ͕ݴ

Δɻ࣌の赤穂郡ɺ坂越ࡏݱ）ڷの市街地

ؚΜͰ͍たͱࢥΘれΔ）ɺ周ڷɺ大原ڷͱ͍ͬ

た行区分にΑͬͯ౷࣏され͍ͯたɻ

͜のࠒɺ赤穂དྷ人ͰあΔਇࢯͱのਂ͍ؔ

Θり͕ࢦఠされ͍ͯΔɻઌड़のฏ城宮跡ग़土木

؆にɺ赤穂郡にʮਇञʯɺʮਇ٢備人ʯͳ

Δ人の記͕ࡌありɺ古文ݙΛݟΔͱͦのޙ

ฏ҆࣌まͰ赤穂郡にଟのਇͯ͠ॅډ͕ࢯ

͍た͜ͱ͕໌͍ͯ͠Δɻまたɺ有年牟礼・山

田遺跡Ͱɺ࣮ࡍにʮਇʯͱ線ࠁされたਢثܙ

͕ग़土͍ͯ͠Δ͜ͱɺچ赤穂郡（ࡏݱの赤穂

市・相生市・赤穂郡上郡町）に͔ͭͯਇՏউ

Λࡇ神ͱ͢Δ大ආ神社͕ 27 社Ҏ上あͬたͱさ

れΔ͜ͱɺͦれΛূ͍ͯ͠Δɻ

市ೆ部にɺ古にʮ石Ԙ生ঙʯͱ͍う

ԘのたΊの荘園͕東大ࣉにΑͬͯ所有され͍ͯ

たΑうͰɺ堂山遺跡Ͱ͔ͬͭݟたฏ҆࣌のԘ

田遺ߏ同ظ࣌ののͰあΔɻ࣌ɺՏޱ部の

地化あまりਐΜͰ͍ͳ͔ͬたͱࢥΘれΔ͕ɺ

れののଟ͍ށ型ީؾͰあΔ͜ͱΛ͔׆

͠ɺԘづくり͕行Θれ͍ͯたͱਪ測されΔɻ一

ํͰ市北部Ͱɺ࣌のओཁަ௨路ͰあΔ山陽

道（赤穂郡上郡町Λ௨ա）͔Βগ͠れ͍ͯた

ののɺ有年原・田中遺跡に͓͍ͯे౩の建

跡͕͓͔ͯͬͭݟりɺԿΒ͔の公తࢪ設͕

あͬたՄੑ͕ࢦఠされ͍ͯΔほ͔ɺ有年牟礼・

山田遺跡ɺ西有年・根遺跡に͓͍ͯɺଟく

の掘立ப建跡͕ݕग़され͍ͯΔɻ

図 22	 赤穂郡と秦氏との関係を示す文字記録

「秦」線刻土器（有年牟礼・山田遺跡出土）
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３
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炬
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７
９
３
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９
４
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０
７
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７
５
年
４
月
28
日 

『
東
寺
百
合
文
書
』　「
播
磨
赤
穂
郡
司
秦
為
辰
解
案
」

　
１
０
７
９
年
11
月
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播
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１
０
９
８
年
２
月
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東
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久
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保
公
文
職
井
重
次
名
地
主
職
等
譲
状
案
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（4）中世の赤穂

中世にͳΔͱɺઍछの三֯भ֦大͠ɺࡁܦ࣏の中৺͕ঃʑに有年地区͔ΒઍछՏޱ

部ͱҠ動͢ΔΑうにͳΔɻ発ୡ͠た三֯भɺԘ田のߏ築に݅Λఏ͢ڙΔͱͱにɺւ

上ަ௨の中ܧ地またՏߓޱͱͯ͠のॏཁੑ͕高まͬͯ

͖たɻ15 世لにɺ͢ Ͱに坂越ͱ中ঙ（ࡏݱの中地区）

͓ͯ͠りɺ坂越荘ɺ赤穂荘͕営まれͯػ町ͱͯ͠ߓ͕

͍たɻ一ํɺ有年地区に有年荘͕ଘ͍ͯ͠ࡏた͕ɺಛ

ච͖͢山ַࣉӃの発ୡͰありɺޫ໌ࣉวরӃɺ神

ɺ14ࡏݱ築されたɻߏӃ͕ࣉͳنͳͲ大ࣉޢ 世ل中

され͍ͯΔɻまたɺあΘͤͯ中の石͕͍く͔ͭࠒ

世城ֲଟ築͔れ͓ͯりɺ城ओͳͲ詳͍͜͠ͱΘ͔ͬ

͍ͯͳ͍͕ɺઓཚにࠐ͖רまれた͕࣌あͬた͜ͱΛ

部にɺ赤দຬ༞の一͕ʮՃཬޱΔɻ市ೆ部のՏޠ

古城ʯͱݺれΔࡆΛ築͖ɺઓཚの備͑ͱ͠たɻ

光明寺跡の発掘調査

有年山城跡に残る陸橋跡
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（5）ۙ世の赤穂

城ͱ͠た田ً͕播ຏډに入Δͱɺඣ路城Λ࣌ށߐ 52 ສ石Λࢧ͢ΔΑうにͳΔɻ赤

穂にʮૡ上城ʯͱݺれΔ城ֲ͕築͔れた͕ɺ͜の࣌に築͔れた城下町上ਫ道͕ɺࡏݱ

に௨͡Δ市ج൫Λͬ࡞ܗたɻ

ਖ਼อ 2（1645）年ɺ赤穂にৗ国ּ間͔Βઙ野Ո͕入෧͢Δͱɺࡏݱの赤穂城Λ築くͱͱにɺ

石高の上ঢに伴͍城下町Λ֦大整備͠たɻあΘͤͯɺ田͔࣌Βணखされ͍ͯたԘ田開

ݩతにਐΊΒれɺൡ財Λ५͠たɻ͔͠͠三ଓ͍たઙ野Ոɺۃੵ 14（1700）年にށߐ

城Ͱ͖ىたਕই事݅のたΊ改қͱͳΔɻҎޙɺӬ井Ոɺ͍࣍ͰՈ͕赤穂ൡΛ࣏Ί͍ͯΔɻ

の名Λ࢜の世相Λө͠赤穂ٛ࣌たʮ赤穂事݅ʯɺ͖ىͱ͍うఱ下ହฏの世の中にݩ

高Ίたɻ赤穂事݅の史࣮͔Β生まれたʮԾ名खຊਉ蔵ʯɺ人ܗড়ྤཨՎبに͓͍ͯ一

世Λ風ᴆ͢Δԋͱͳりɺޙ世にޠり͑ΒれΔʮਉ蔵文化ʯΛܗ͢Δにͬࢸたɻ

製　塩

に行Θれ͡Ί࣌たのɺԘ業ͱնધ業ͰあΔɻԘ業田͑ࢧ業Λ࢈ɺ赤穂の࣌ށߐ

たԘ田開発Λઙ野Ո͕Ҿ͖͗ܧɺ࣌にͳ͔ͬͯΒ大坂ͰԘઐച੍ΛෑくほͲ有ྗͱͳͬ

たɻͦの技術ɺॳのټை͔ΒைのׯຬΛར༻͠た入Ԙ田ͱҠ行͠ɺ赤穂城の東西に

ͦれͧれ大ͳԘ田͕開発されたɻ一ํのնધ業ɺ坂越中村Ͱོ͠た͕ɺ北前ધにՙ

市場͕ҠΔͱɺԘնધͱͯ͠生͖ͬたɻ

図 23	 浅野時代の赤穂城と赤穂城下町（赤穂城下絵図 / 姫路市立城郭研究室蔵）
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（6）ۙの赤穂

のൡओɺ࣌ҡ新Λܴ͑た赤穂ൡɺ࣏໌

ّ͕ͦのまま赤穂ൡ事ͱͳͬたɻ໌࣏ 4

（1871） 年 の ഇ ൡ ஔ 県 に Α ͬ ͯɺ 赤 穂 ൡ  赤

穂県ɺまた同年にඣ路県に編入ɺさΒに͢

͙さま০ຏ県ͱ改শされɺ͜れまͰのൡの一

大改ֵ͕行Θれ͍ͯͬたɻ༷ʑͳ改ֵのͳ͔Ͱɺ

のγンϘルͰあͬた城ྗݖに͓けΔ࣌ށߐ

ֲ民間に͍下͛ΒれΔ͜ͱͱͳりɺ赤穂城

城ֲશ体͕民地ͱͳͬたɻ͜う͠た事ଶΛݟ

͔ͶɺՖַࣉのઋܔ和ঘ大石蔵ॿෑ跡Λ

ങ͍औりɺ大ਖ਼（1912）ݩ年に大石神社Λ建

立͍ͯ͠Δɻ

製　塩

ۙに͓͍ͯɺ赤穂のओ࢈業Ԙ業Ͱ

ありɺ࣌ށߐҎདྷの入Ԙ田にΑΔԘ͕

行ͳΘれ͍ͯた͕ɺ͜のࠒにͳΔͱԘ生࢈

աͱͳりɺԘՁの下落͕ਐΜͰ͍たɻまたɺ開国に伴͍҆ՁͰ良࣭ͳ༌入Ԙ͕ಋ入されͯ

͖た͜ͱあͬͯɺશ国のԘγΣΞのଟくΛΊ͍ͯたށ地域のेभԘ田（播ຏ・備

前・備中・備ޙ・҆ܳ・周・・Ѩ・ذࢌ・ҏ༧）ͰɺຊのԘ業ΛकΔたΊɺఆ

調整Λ行うʮेभԘ田合ʯ͕৫されΔ͜ͱにͳͬたɻ࢈ͳͲؚΊた生ٳతͳظ

図 24	 明治 41 年の赤穂城跡周辺
　　　　（『赤穂郡誌』明治 41 年所収）

　赤穂で࠷ॳにమ道
が௨されたのは明治
23（1890）年のこ
とで、山ཅమ道が༗
年Ӻまで։業したも

のです。一ํ、赤穂のೆ෦はమ道ϧーτか
らऔり残されたたΊ、మ道ෑઃܭըがͪ࣋
্がっては༷ʑなཧ༝からཱͪফえとなっ
ていました。
　明治 43（1910）年になり、ܰ ศమ道法（؆
ศな֨نのమ道）がެされると赤穂మ道
がܭըされ、大ਖ਼ 10（1921）年 4 月に։
௨しました。現市֗地の᷂Τετਆඣ赤
穂Ӧ業ॴにあたるॴにभ赤穂Ӻがઃஔ
され、そこから࠭子、ࡔӽ、ࡔ、根、पੈ、
ਅ఼、ݪ、༗年にӺやఀ留ॴがありました。
　赤穂మ道のઢ࿏֨نはখさくي間（ઢ࿏
෯）は 76�2 ᶲで、٬が多い߹ొりࡔで
はࢭまってしまうこともあったと言います。

コラム

ึమಓ

　Ӧ業成はྑ好で、ॳはৠ2྆ंؔػؾ、
٬ं 6 ྆、՟ं 10 ྆であったものが、昭和
26（1651）年にはৠंؔػؾ 4 ྆、σΟー
θϧंؔػ 1 ྆、٬ं 16 ྆、՟ं 24 ྆を
え、Ԙの༌ૹなども行いました。
　しかし昭和 26（1951）年、国మ赤穂ઢ
が։業するとಉ時に、30 年にΘたるྺ࢙に
ນをด͡ました。ઢ࿏の多くは市にدさ
れて道࿏ෑきとなり、現在も市ຽ生׆をࢧ
えています。

ਅ఼Ӻ
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࣏໌ 38（1905）年͔Βઐച੍͕ෑ͔れɺՁ֨の҆ఆΛతͱͯ͠生ੑ࢈の͍Ԙ田Λ

ഇ͢ࢭΔʮԘ業整備ʯͳͲ͕ɺ໌࣏ 44（1911）年Ҏ߱に行Θれた݁ՌɺԘの生࢈量増大

͠たɻ͔͠͠ɺଠฏ༸ઓ૪͕ຄ発͢ΔͱਂࠁͳԘෆͱͳりɺ自国ͰのԘ͕ݟされΔ

Αうにͳͬたɻ͜のΑうにɺԘの生࢈社会のӨڹΛ大͖くडけͳ͕Βઐച局の動に

ґଘͤ͟ΔΛಘͳくͳりɺ国にΑΔ౷੍ͱస͍ͬͯ͠たɻ

の赤穂ݱ（7）

ઓޙɺ新͍͠ຊの国づくり͕行ΘれΔͳ͔Ͱɺ赤穂Ͱ昭和 26（1951）年ɺ赤穂町・坂

越町・高雄村͕合ซͯ͠赤穂市੍͕ࢪ行されɺ昭和 30（1955）年に有年村͕ɺ昭和 38（1963）

年にӜ地区͕赤穂市ͱͳͬたɻ

1950 年の高度ظに入Δͱɺ昭和 26（1951）年の国మ赤穂線開௨あΘͤɺޫ؍地

ͱͯ͠の整備ਐΊΒれたɻ昭和 30 ʙ 40 年に行Θれた赤穂城跡三೭ؙ大ख۱࿌の෮ݩɺ

御崎のޫ؍開発ͳͲͦのྫͰあΔɻまたɺ昭和 49（1974）年͔Β国史跡赤穂城跡の整備

開࢝され͍ͯΔɻॅ区整備ੵۃతに行Θれɺ昭和 52（1977）年に上Ծ地区の区ը整

ཧ事業͕ྃ͠ɺࡏݱの赤穂城周ลの街ฒΈ͕整備されたɻͦのޙɺ̧̟播भ赤穂駅͔Β赤穂

城跡ͱࢸΔʮ͓城௨りʯɺฏ 22（2010）年に整備͕͍ͯྃ͠Δɻ

ۙ年ɺ赤穂城跡周ลの赤穂・城西地区ɺスϙーπ・ϨクリΤーγϣンࢪ設ԹઘのあΔ御

崎地区ɺ古͍町ฒΈのΔ坂越地区ɺ古遺跡͕ଟくΔ有年地区ͳͲɺ֤地区のಛΛ生͔

͠たޫ؍市ͱͯ͠の事業͕ల開され͍ͯΔɻ

製　塩

昭和 33（1958）年にɺԘ業の࢈業ֵ໋ͱ

東・西の྆Ԙ͕Δ流下ࣜԘ田のస͑ݴ

田Ͱྃ͠た͕ɺ西Ԙ業合昭和 34（1959）

年の第 3 ࣜגԘ業整備Λडけͯ赤穂ւਫ工業࣍

会社Λ設立ɺ昭和 42（1967）年にຊ֨తͳ

イΦンަບԘのసΛՌた͠たɻ

一ํͰ東Ԙ業合ɺ昭和 46（1971）年

の第 4 Ԙ業整備Λडけͯ流下ࣜԘ田にΑΔ࣍

ԘΛ中͠ࢭɺ化部͕中৺ͱͳりɺ赤穂化

会社ͱͳͬたɻ͔ͭͯのԘ田跡地ɺ西ࣜג

Ԙ田跡地͕άリーンϕルτ（地ଳ）Λִͯͯ

工場地ଳͱͳりɺ東Ԙ田跡地ॅ宅地ͱ県立

赤穂ւ公園ͱ生まれมΘͬたɻͳ͓ɺԘの

ઐച੍ฏ 17（2005）年にղ͔れͯશ自༝

化͠ɺさΒͳΔ事業ల開͕行Θれ͍ͯΔɻ 新川周辺には、かつての旧日本専売公
社赤穂支局（現赤穂市立民俗資料館）
や塩倉庫群、運搬用車両のレールが敷
設された橋など、当時の景観がほぼそ
のまま残されている。

かつての専売公社跡付近　新川の風景
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図 25	 昭和 28（1953）年の赤穂市都市計画図（坂越町、高雄村の合併直後の赤穂市。方位に過誤がある。）
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の赤穂塩業は、赤穂城を࣌戸ߐ　
中心にして東浜（尾崎・御崎地区）、
西浜（塩屋・西部地区）とݺび分け
られ、それͧれで発展してきました。
　明治 17（1884）年に十州塩田組
合赤穂支会が設立されてҎ後、ٳ浜

や製塩の改良等を協議するための༷ʑな組合がつくられ、大
正 12（1924）年Ҏ߱は、赤穂東浜信用購買利用組合と赤穂
西浜塩業組合の 2 団体がӡӦされていました。
　赤穂東浜信用購買利用組合は、第࢛次塩業整備の対となっ
て製塩を中ࢭし、昭和 47（1972）年に解ࢄしましたが、化
成部門が存続する形で赤穂化成ג式会社を設立し、特घ用塩
の製造ൢ売を開࢝しました。組合の解ࢄ後、赤穂東浜信用購
買利用組合の文書は一括して赤穂市に寄ଃされ、赤穂市指定
文化財の指定をडけて保管されています。
　一方、赤穂西浜塩業組合は、昭和 35（1960）年
に赤穂海ਫ工業ג式会社、昭和 40（1965）年には
赤穂海ਫ化学工業ג式会社となって、流下式塩田を
ഇして認可第 1 号のイΦン交ບ製塩を開࢝し、現
在はג式会社日本海ਫとして引き続き製塩を続けて
います。
　このように西浜塩田については経Ӧが引き続き行
われていたため、関史料の所在は不明なままでし
た。しかし平成 29 年度になってその所在が明らかと
なり、ג式会社日本海ਫから赤穂市に一括寄ଃされ
ました。今後のৄࡉな調査にご期くͩさい。

コラム
Ԙా
ྉ࢙ؔ
のൃݟ

ՍͷฒͿԘాʢতࢬ �� ʣɹ᷂ຊւਫچଂ

ึ౦৴༻ߪങར༻߹จॻ

ত ��ʢ����ʣ࡞ͷࢬՍઃܭਤ
᷂ຊւਫچଂ
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２．赤穂市の歴史文化遺産

（1）赤穂市のྺ史文化遺࢈調査のᴈ໌ظ

ア．文化財と歴史文化遺産

ʮ文化財ʯͱ͍う名শɺ昭和 25（1950）年の文化財อޢ法の立にΑͬͯ周されΔ͜

ͱにͳͬたɺ͍Θ法༻ޠͰあΔɻै前ʮ古چثอଘํʯ（໌࣏ 4 年੍ఆ）ɺʮ古社ࣉอ

ଘ法ʯ（໌࣏ 30 年੍ఆ）ɺʮ史名উఱવل೦อଘ法ʯ（大ਖ਼ 8 年੍ఆ）ɺʮ国ๅอଘ法ʯ（昭和

4 年੍ఆ）ɺʮॏཁඒ術品ϊอଘχؔスル法ʯ（昭和 8 年੍ఆ）ͳͲɺͦれͧれの分野͝ͱ

にอଘのたΊの法੍͕ఆされɺ͜れΒͯ͢Λแׅ͢Δ名শଘ͍ͯ͠ࡏͳ͔ͬたɻ

͔͠͠ɺ一͢ݟΔͱあΒΏΔʮ文化の財࢈ʯΛแઁ͢ΔͰあΖうʮ文化財ʯɺ文化財อޢ

法にجづけ 6 ͭの分ྨに分けΒれɺͦれͧれʮ（学術上の）Ձの高͍のʯͱ͍う文͕ݴ

༩され͍ͯΔɻ文化財อޢ法ྫにΑ࣮࣭ͬͯతにอޢされ͍ͯΔʮ文化財ʯɺࡏݱの

ͱ͜Ζɺ国地ํ公共団体͕ಛผにࢦఆ͠た文化財ͰあΔ͜ͱにҙ͠ͳけれͳΒͳ͍ɻ͢

Ͱに第 1 ষͰड़たΑうにɺ文化財Λまちづくりɺ地域づくりのࢹͰݟた場合ɺ文化財อޢ

法の 6 分ྨにؚまれͳ͍のະࢦఆのʮ文化財ʯ͕ɺͦれͧれの地域のྺ史తੵΛ体͢ݱ

Δのͱͯ͠ɺॏཁͳҙຯΛͯͬ࣋くΔɻຊߏͰɺ͜ のΑうͳٛのҙຯͰଊ͑たʮ文化財ʯ

Λʮྺ史文化遺࢈ʯͱݺΜͰ͍Δɻ

Ͱɺ文化財อޢ法ྫͰอޢのରͱͳ͍ͬͯͳ͔ͬたྺ史文化遺࢈ɺ͜れまͰԿの

ાஔされͣ์ஔされ͍ͯたのͰあΖう͔ɻ࣮ࡍにɺ地ํ公共団体͠く自Βの地域史の

ফࣦΛ༕う人ʑのਚྗにΑͬͯされ͖ͯた໘͕ଟʑあΔɻ赤穂市ͰɺࢦఆにΑͬͯྺ史文

化遺࢈Λอ͢ޢΔͩけͰͳくɺ༷ʑͳอޢΛ図͖ͬͯたऔ͕ありɺ͜͜にͦの֓ཁΛまͱΊ

͓͖ͯた͍ɻ

イ．赤穂市の歴史文化遺産保護の黎明期

赤穂市に͓͍ͯྺ史文化遺࢈อޢのॹͱ͑ݴΔのɺ赤穂城にあΔ大石良雄宅跡（国史

跡）のอશͰあΔɻ໌࣏࣌にഇ城͠た赤穂城ɺ民間の下͕͛行Θれɺ໌࣏ 18（1885）

年ࠒΑりɺ࿌ࣆෑ͕औりյされ͍ͯͬたɻͦ͜Ͱɺ͔ͭͯ赤穂ൡΛ࣏Ί͍ͯたઙ野Ոɺ

ՈのఏࣉͰあΔՖַॅࣉ৬のઋܔ和ঘΒの

ਚྗにΑりɺ大石良雄宅跡͔Ζうͯ͡

神ࡇΒΛ࢜されɺ大石良雄宅跡にɺ赤穂ٛ

ͱ͢Δ大石神社͕大ਖ਼（1912）ݩ年に建立さ

れたɻたͩͦ͠の一ํͰɺ໌࣏ 30（1897）年

に三೭ؙ大ख͔Β神社の௨行Λతͱ͠

ͯ大खᐩ͕ܗ改มされた事࣮ΛݟΔͱɺ赤穂

市にͱͬͯॏཁͳྺ史文化遺࢈શ般Λอશ͢Δ

ͱ͍う風ை͕一؏͍ͯ͠たΘけͰͳ͍ɻͳ͓ɺ大石良雄宅跡長屋門
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Ֆַࣉ山（市ࢦఆ文化財）ઋܔ和ঘ͕ߪ

入͠ɺ同ࣉに赤穂城下町西ΛҠ築͠た

のͰあΔɻ

昭 和 30（1955） 年 に ɺ 赤 穂 城 跡 三 ೭

ؙ大ख۱࿌及び大ख͕࠶建されたɻ͜の整

備ɺ赤穂城෮࢜ٛڵଚ૾ไݙไࢍ会にΑΔ

ྉ館の設ஔの一ͱ͠ࢿ࢜木૾及びٛ࢜ٛ

জのݦにର͢Δ࢜され͓ͯりɺ赤穂ٛࢪ࣮ͯ

り上͕りͱͱに࣮ࢪされたのͱ͑ݴΑ

うɻ地域づくりのҙຯあΖう͕ɺ۱࿌のܗঢ়

に͍ͭͯີݫͳ考ূ͕行Θれ͍ͯͳ͍ͳ

Ͳɺྺ史文化遺ͦ࢈ののの͕ࠩ͠؟एׯ

ҟͳ͍ͬͯΔにҙ͓͖ͯ͠た͍ɻ

ウ．市民による歴史文化遺産保護

松岡秀夫　　赤穂市に͓͍ͯɺ地にのͭ

͍たྺ史文化遺࢈อޢの道Λ開͍た人ͱ͠

ͰࢯͳけれͳΒͳ͍の͕ɺদԬल͛ڍͯ

あΔɻ赤穂市有年村にあͬたদԬ؟ՊපӃの

ՊҩͰあͬた͕ɺ43؟ ɺ開発にΑͬͯ࣌のࡀ

埋蔵文化財͕ഁյされ͍ͯくঢ়گΛのた

りͯ͠考古学Λ͠ࢤɺ昭和 25（1950）年に

有年考古館Λ設立ɺچ赤穂郡（ࡏݱの赤穂市ɺ

相生市ɺ赤穂郡上郡町）の考古ࢿྉのऩ集ͱ

లࣔɺ調査研究Λ行ͬたɻ

のΑうに地ํ公共団体に文化財୲ࡏݱ

৬員͕͍ͳ͔ͬた࣌ɺদԬलࢯΛ団

ͱͯ͠小中学校高校の教་͕खหͰچ赤

穂郡にあΔ遺跡の分布調査発掘調査Λଟ

行͍ɺࢿྉのੵ͕行Θれ͍ͯͬたɻさΒ

にদԬࢯ昭和 52（1977）年͔Β農۩Λ

͡Ίͱ͠た民ଏࢿྉऩ集͠たɻ͜れΒの

ऩ蔵品のࢿྉతՁۃΊͯ高くɺچ赤穂郡

の地域史ɺ有年考古館ऩ蔵ࢿྉにΑͬͯ

ΒれΔ͜ͱ͕ଟ͍ɻޠ

দԬࢯさΒにɺ有年地区上郡町Ͱ地ݩ

の人ʑΛࠐ͖רΜͩ文化財อޢ団体ʮ史Λ

कΔ会ʯΛ設立͠たɻྺ史文化遺࢈のอޢ体

花岳寺山門（赤穂市指定建造物）

赤穂城跡三之丸大手門

松岡秀夫氏と丸山窯跡調査団
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੍͕ະͩػ͍ͯ͠ͳ͔ͬたஈ֊に͓͍ͯɺ地域ॅ民ͱͱにྺ史文化遺࢈Λอଘ͍ͯͬ͠た

ͦのޭඇৗに大͖͍ɻちͳΈにܑɺᢛ೭ॿদԬ؟ՊපӃの設立者Ͱありɺࢽࡶʰڷ土研究ʱ

Λ創刊͠た人Ͱあͬた͕ɺૣ੦にΑͬͯल͕ࢯ有年にؼりɺͦのࢤΛडけ͍ͩܧͱ͍うɻ

廣山堯道　　赤穂の古史Λ͠たの͕দԬलࢯͰあΔͳΒɺ赤穂城چ赤穂上ਫ道ɺ

Ԙのྺ史文化史にޭΛ͠たの͕ኍ山ᴲ道ࢯͰあΔɻኍ山ࢯɺ県立赤穂高学校教་ͱ͠

ͯのࡏ੶࣌にɺྺ 史研究部（൝）ͱͱに赤穂城城下町Λ調査͠ɺ昭和 34（1959）年にʰ播

भ赤穂の城ͱ城下町 （ɦ赤穂高学校ڷ土ࢿྉࣨ（ྺ史研究部）刊）Λ上Ѹ͠たɻ͜れΛϕー

スͱͯ͠ɺ昭和 57（1982）年に刊行されたʰ播भ赤穂の城ͱ町ʱɺظށߐの赤穂城城下

町のྺ史ͦのߏɺまたچ赤穂上ਫ道のపఈ調査Λ行ͬたྗ࡞ͰɺࡏݱͰͦのධՁ高͍ɻ

またኍ山ࢯɺԘ業史研究にྗ͓ͯ͠りɺ昭和 27（1952）年Αり行Θれたɺຊઐച

公社にΑΔશ国֤地のԘ地に͓けΔ史ྉのࣩօ調査にࢀը͠ɺh ຊԘ業体ܥʱの編ࢊに

ؔΘΔͳͲʮຊԘ技術史のʯͱݺれΔまͰにͳͬたɻ山陽自動車道赤穂インターνΣ

ンδ建設地の発掘調査Ͱ͔ͬͭݟた遺ټ͕ߏைԘ田ͰあΔ͜ͱΛɺΘ͕国ͰॳΊ࣮ͯূ͠た

のኍ山ࢯͰあΔɻޙにड़Δ赤穂Ԙ業ࢿྉ館設立の͖͔ͬけͱͳͬたɺԘ༻۩（ޙにʮ赤

穂のԘ༻۩ʯͱͯ͠国ॏཁ有ܗ民ଏ文化財にࢦఆ）のਫ਼ྗతͳऩ集に͍ͭͯɺ೩されΔ

前にリΞΧーͰࢿྉΛ集Ίճͬたͱのҳされ͍ͯΔɻまた赤穂のԘ業ؔ史ྉΛ集

͠たʰ赤穂Ԙ業史ྉ集ʱの刊行ؚΊࢯのޭ大͖͍ɻ

佐方渚果　　う一人ɺ赤穂のڷ土史のૅجΛͭくͬた人ͱͯ͠ํࠤॷՌࢯΛ͛ڍた͍ɻ

坂越のද۩ࢣͰあͬたࢯํࠤɺ昭和 5（1930）年にಠ立ͯ͠ޙɺڷ土ࢿྉのऩ集にऔり

ΉΑうにͳͬたɻ昭和 25（1950）年にɺ坂越Λ中৺ͱ͠たڷ土史年දʰ越Ӝ年දʱΛ

ɺ昭和 33（1958）年まͰิ遺͕ଓけΒれ

たɻまた昭和 26（1951）年Ҏޙɺੵۃతに

土史文Λ発ද͠たほ͔ɺ古文書古ֆ図ڷ

のࢄҳɺফ໓Λ͙たΊのऩ集ɺද۩ࢣの技

Λ͔͠׆たम෮ͳͲΛ行͍ɺوॏͳࢿྉΛݱ

たɻ͜う͠たҙࣝ遺に͑Β͠にࡏ

れɺࡏݱऩ集ࢿྉ大にอされ͍ͯΔɻ

山﨑昭二郎　　ޙ࠷にɺ山㟒昭ೋࢯにͭ

͍ͯ৮れ͓ͯ͜うɻ山㟒ࢯ赤穂町Ճཬに

生まれɺ東ژඒ術学校（ࡏݱの東ܳژ術大学）

Λଔ業͠ɺ建࠼৭の世քに入ͬたɻฏ

Ӄ႗堂ɺೋ城ೋ೭ؙ御఼ɺ中ଚۚࣉ৭堂ɺ

ༀࣉࢣ東ౝɺটఏۚࣉ堂ɺਖ਼ӃๅΛ

͡Ίͱ͠たશ国の࠼৭ࣸにै事͢Δͱͱ

にɺ市ֆഅのണ落ࢭΊのࢦಋΛ行ͬたɻ

昭和 54（1979）年にɺ文化庁Αり建࠼

৭બఆอଘ技術อ࣋者にશ国ͰॳΊͯ認ఆさ

れたɻ

　赤穂の製塩用具（国指定）

　佐方渚果氏の表装道具
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昭和 49（1974）年ɺژ大学名༪教त西ࢯ࣏Λট͍͠ɺ赤穂市民会館に͓͍ͯʮ町

ฒΈอଘにؔ͢Δߨԋ会ʯ͕開࠵されたɻ͜れΛػܖͱͯ͠দԬलࢯΛॳ会ͱ͢Δኍ山

ᴲ道ࢯํࠤॷՌࢯɺ山㟒昭ೋࢯͳͲͰߏされΔ赤穂ྺ史研究会͕݁されたɻ研究会

市ͱのఆظతͳ࠙ஊの場Λちɺ赤穂市立ྺ史ത館の設立ɺچຊઐച公社赤穂ࢧ局（ݱ・

赤穂市立民ଏࢿྉ館）のอଘͳͲさま͟まͳఏݴΛ行͍ɺྺ史文化遺࢈のอޢに大͖ͳׂΛ

Ռた͠たɻ

エ．地方公共団体による歴史文化遺産保護の開始

赤穂市に文化財ઐ৬員͕ஔされたのɺ昭和 58（1983）年の͜ͱͰありɺͦれҎ前の

埋蔵文化財の発掘調査ɺদԬलࢯͳͲ有ࣝ者に委ୗ͢Δの͕一般తͰあͬたɻ赤穂市Ͱɺ

͜う͠た委ୗ調査のॹ͕昭和 38（1963）年のழᆵ谷遺跡のΑうͰあΔɻ昭和 43（1968）

年にɺྺ史文化遺࢈อޢのたΊのૅج調査ͱͯ͠ɺ赤穂市͕দԬलࢯΛච಄ͱ͢Δ赤穂

市文化財調査委員会に委ୗ͠ɺ市の埋蔵文化財の第一࣍分布調査͕行͍ͬͯΔɻ͜のՌɺ

昭和 44（1969）年刊行のʰ赤穂の埋蔵文化財ʱͱͯ͠公දされ͓ͯりɺࡏݱのࢿૅجྉͱͳͬ

͍ͯΔɻまた第ೋ࣍分布調査行Θれɺ昭和 48（1973）年にऴྃ͠たɻ͜う͠た分布調査ɺ

埋蔵文化財Λอ͢ޢΔう͑Ͱのૅجత調査Ͱありɺ地ํ公共団体にઐ৬員͕ஔされΔ前に

行Θれたҙٛ大͖͍ɻ

オ．赤穂城跡整備事業の開始

赤穂城ɺ文（1661）ݩ年にઙ野にΑͬͯ築城されͯҎޙɺ大͖くೄுりΛม͑Δ

͜ͱͳくɺ໌࣏ҡ新Λܴ͑たɻ໌࣏ 18（1885）年ࠒにͳΔͱɺ۱࿌の建͕࣍ʑͱ

औりյされɺ城の土地ほͱΜͲ͕民地ͱ͍ͯ͠下͛Βれたɻͦのޙɺ໌࣏ 25（1892）

年のઍछߑਫのࡍにɺࡂ෮ࡐࢿچͱͯ͠ೋ೭ؙ城น石͕ࡐస༻されɺ໌࣏ 30（1897）

年にɺ神社建立తのたΊ大खᐩܗ石͕֞改มされΔͳͲの༕͖Λݟたɻ͜う͠たͳ͔ɺ

大ਖ਼（1912）ݩ年に赤穂大石神社͕建立されΔͱɺٛ࢜遺跡のอશͱ͍う؍͔Βɺ大石良

雄宅跡のๅྻ場の改ɺ大खງの෮چͱଠڮޑのॡ工ɺຊؙఱकのम෮ͳͲ͕行Θ

れたɻͳ͓昭和 3（1928）年にɺຊؙ跡に兵庫県立赤穂中学校校舎͕ॡ工͍ͯ͠Δɻ

昭和 15（1940）年に赤穂城跡͕風க地区のࢦఆΛडけɺ昭和 27（1952）年にී௨公園ͱ

ͯ͠市ܭըܾఆされͯ公有化͕࢝まΔͱɺ昭和 28（1953）年͔ࠒΒ文化財ࢦఆの動͖͕ग़

͖ͯたɻͦͯ͠昭和 30（1955）年に文化財อޢ委員会（ࡏݱの文化庁）ઐ৹ٞ会に͓͍ͯɺ

国史跡にࢦఆ͢Δࢫのܾఆ͕ͳされたのͰあΔɻ͔ͦ͠͠のޙ国ɺ県ɺ市ɺͦͯ͢͠Ͱに城

に͍ͯ͠ॅډたॅ民ͱのࢥ͕ٞڠうΑうにਐまͣɺ兵庫県立赤穂高学校のอଘͳͲ

あͬͯɺࢦఆまͰの道のり͠た͕ɺ࠷ऴతに 127 名の土地所有者ͱのٞڠΛ行͍ɺ昭

和 46（1971）年のࢦఆに͗ͭ͜けΔ͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

ɺੵޙఆࢦ ࣌ఆࢦతͳ公有地化ΛਐΊɺۃ 59�42ˋͰあͬた公有化ɺฏ 30（2018）

年ࡏݱͰ 98�58ˋͱͳ͍ͬͯΔɻまた整備にؔͯ͠ɺ城のཁͱͳΔ城นのमཧΛ͡Ίɺ赤

穂城跡ຊؙɺೋ೭ؙՖݟ場ɺถ蔵跡ɺೋ೭ؙఉ園ɺ三೭ؙ大खᐩܗͳͲɺ発掘調査Ռに

され͍ͯΔͱ͜ΖͰあΔɻࢪըతに整備͕࣮ܭづ͖ج



5�

第３章　２．赤穂市の歴史文化遺産

（2）赤穂市のྺ史文化遺࢈調査のݱঢ়

地ํ公共団体͕ྺ史文化遺࢈の調査にりग़͠た昭和 50 年Ҏ߱に͍ͭͯղઆ͢Δɻ

ア．調査対象

地ํ公共団体͕行う文化財調査ɺجຊతにɺকདྷతͳ文化財อޢのたΊに行うૅج調査

ͱɺࢦఆԿΒ͔の行ાஔΛ行うࡍに࣮͢ࢪΔ詳細調査ɺͦͯ͠文化財͕ഁյされΔࡍに

Ήͳく࣮͢ࢪΔ記録อଘ調査ͱに分けΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ͜のうち前ೋ者ɺ調査のਫ਼ૈͦ͜あ

れݱঢ়調査ͱ͍うੑ֨上ɺํ͍ͯ͠ࣅྨ͕ੑΔɻ一ํͰޙ者の記録อଘ調査ɺഁյされΔ

աఔまͰΛ調査͢Δඞཁ͕ありɺΑり詳細͔ͭखॱΛͬた調査͕ඞཁͱͳΔɻ

赤穂市Ͱɺ文化財Λޙ世にӬく͢たΊɺͰ͖Δݶり記録อଘ調査にまͰࢸΒͳ͍Αうɺ

市民及び事業者にରͯ͠地道ͳಇ͖͔けΛ行͖ͬͯたɻͦの݁Ռɺྫ͑ʰ赤穂市史ʱ͕発行

された昭和 50（1975）年ޙҎ߱ɺ市の古墳に͍ͭͯഁյΛ前ఏͱ͠た調査Λ行ͬた事

ྫ 1 ྫにཹま͍ͬͯΔɻ

あΘͤͯɺ調査ରͱͳΔൣғΛͰ͖Δݶり֦大͢Δ͜ͱにΊ͖ͯたɻྫ͑ɺ埋蔵文

化財発掘調査Λ行うରͱͯ͠ɺۙ世遺跡ʮ地域に͓͍ͯඞཁͳのΛରͱ͢Δ͜ͱ͕Ͱ

͖Δʯ（ฏ 10 年 9 ݄ 29 文化庁࣍௨ʮ埋蔵文化財のอޢͱ発掘調査のԁ化に͍ͭͯʯ）

ͱఆΊΒれ͍ͯΔ͕ɺ赤穂市Ͱฏ 10（1998）年度Αりɺۙ世遺跡ͰあΔ赤穂城下町Λ調

査ରͱ͠ɺ小نの民間宅地開発にରԠ͍ͯ͠Δɻ

イ．市内建造物等の調査

建造物　　兵庫県͕ɺࣦΘれ͍ͯく社ࣉ建築にରͯ͠緊急調査Λ࣮͠ࢪたの昭和 53

（1978）年͔Βཌ年に͔けͯͰありɺ昭和 55（1980）年にʰ兵庫県のۙ世社ࣉ建築ʱ͕刊

行され͍ͯΔɻ࣌の調査Χードにɺૈ ີのࠩあΔののɺ社ࣉ名ԑىɺࡇ神・ຊଚͱ͍ͬ

たૅجత事߲にՃ͑ɺ場合にΑͬͯෑ地の建ஔ͕ඳ͔れた記録͕され͍ͯΔɻͦの

ɺฏޙ 18（2006）年にʰ兵庫県のۙ化遺࢈ʱ͕ɺฏ 26（2014）年にʰ兵庫県の

ۙ和風建築ʱ͕刊行され͍ͯΔɻຊ市Ͱฏ 22（2010）年度に堂Ӊ調査Λ࣮͍ͯ͠ࢪた

͕ɺຊߏࡦఆにあたͬͯɺ一ఆج४Ͱの調査͕Ͱ͖͍ͯͳ͔ͬた社ࣉ建築調査Λฏ 28・

29（2016・2017）年度に࣮͠ࢪたɻ

͜のほ͔ɺ国史跡赤穂城跡にあΔ大

石良雄宅跡ۙ౻ݯീ宅跡

（市ࢦఆ）ɺ御崎地区にあΔ田ࢯఉ園（国

名উ）のय़ӄࡈɺ坂越地区にあΔ坂越の

ધࡇりࡇ礼༻和ધધɺچ坂越Ӝ会所（市

ఆ）ɺ有年地区にあΔ有年Ո（市ࢦ

ఆ）ͳͲ͕ɺղ体मཧに伴ͬͯ建築ࢦ

調査͕ͳされ͍ͯΔɻ͜͜Ͱɺͦの一

ྫͱͯ͠چ坂越Ӝ会所Λऔり上͛Δɻ
近藤源八宅跡長屋門の修理に伴う発掘調査
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坂越Ӝ会所ɺ坂越Ӝの行業ͳͲのچ

事務ΛࣥΔたΊのӜ会所ͱͯ͠ఱอ 3（1832）

年に͠たのͰɺ昭和 5（1930）年に

坂越公会堂ͱͯ͠大͖く改され͍ͯたɻฏ

に入りɺ͜の建͕औりյされΔܭը͕あ͕ͬ

た͕ɺ͜の建͕坂越地区のちΐうͲ中৺にଘ

ڌのまちづくりに͔ܽͤͳ͍ޙࠓりɺ͓ͯ͠ࡏ

ͰあΔͱͯ͠ɺ͜の建Λ赤穂市ࢦఆ文化財

（建）にࢦఆ͠ɺ詳細ͳ建築調査Λ౿ま͑

ͯղ体෮ݩ工事Λ࣮ࢪɺฏ 6（1994）年にॡ

工͠ɺ一般公開͠たɻࡏݱ坂越Λ๚れΔ人ʑ͕一ଉͭけΔ場所ͱͯ͠ɺ年間 20000 人ఔ度

のདྷ๚者͕あΔɻ

石造物　　石に͍ͭͯɺ市民͔ΒͳΔ赤穂市文化財อޢ࿈བྷ員にΑΔࣩօ調査͕行Θ

れ͓ͯりɺௗډɺݘࠏɺ࿈பɺ石౮に͍ͭͯ報告書͕刊行され͍ͯΔɻ

道ඪɺ͔ͭͯԟདྷのަࠩの一۱Ͱɺཱྀ͢Δଟくの人ʑの道ҊのखॿけͱͳͬたのͰ

あΔ͕ɺަ௨ؔػの発ୡにΑりɺ࣌ͱͱにれڈΒれɺ道路改मͳͲͰࣺͯΒれたりย۱

に์ஔされたり͍ͯ͠たɻͦ͜Ͱɺ昭和

61（1986）年ࠒΑり道ඪΛݩのҐஔに

͢͜ͱΛܭը͠ɺ坂越ɺ新田ɺՃཬɺ

有年ԣඌͳͲͰ࣮͠ݱたɻたͩ東有年の

道ඪͳͲ車にΑΔഁଛ事͕ނ相͍ͩ࣍

たΊɺम෮のう͑赤穂市立有年考古館に

Ҡ築͢ΔͳͲɺͦのঢ়گΛ͠ࢹͳ͕Β

ରԠΛਐΊ͍ͯΔɻ同༷の事Ͱɺๅᝫ

ҹౝΛҠ築͠た事ྫあΔɻ

表 9	 建造物調査関連　刊行物一覧

旧坂越浦会所

石造物の報告書類

ᶺ ਤ　　　書　　　名 ฤ　　ऀ　　名 ऀ　　ߦ　　ൃ ��ߦ��ൃ

ฌݿͷ民Ո　ຏ地区ௐࠪ֓ใ ฌݿ県ڭҭҕһձ

財ஂ๏ਓ文化財建造物保存技術ڠձ

ฌݿ県ڭҭҕһձ 443ʢ1968ʣ1�

454ʢ1979ʣ史跡ึ跡େੴྑ༤ᅿ保存मཧ工ࣄใࠂ書 ึ市2

ฌݿ県ͷۙੈࣾࣉ建ஙʵฌݿ県ۙੈࣾࣉ建ஙٸۓௐࠪใࠂ書ʵ ฌݿ県ڭҭҕһձ 455ʢ1980ʣฌݿ県ڭҭҕһձ3

)��2ʢ1990ʣʮ名勝ాࢯఉԂʯय़ӄࡈ�保存मཧ工ࣄใࠂ書 ҆Ҫ工ళ ా৽Ұ5

म෮ۀࣄใࠂ書 ๅचࣉݟົࢁम෮ࢍڠۀࣄձ 456ʢ1981ʣๅचࣉݟົࢁम෮ࢍڠۀࣄձ4

)10ʢ1998ʣึͷௗډͱݘࠏ ึ市文化財保ޢ࿈བྷһ ึ市ڭҭҕһձ6

)11ʢ1999ʣึͷ࿈ப・ඦੴ・खચੴ ึ市文化財保ޢ࿈བྷһ ึ市ڭҭҕһձ7

)12ʢ2000ʣึͷੴ౮ͦͷ̍・̎ ึ市文化財保ޢ࿈བྷһ ึ市ڭҭҕһձ8

)18ʢ2006ʣࡔӽધࡇΓྱࡇ༻ધʢෟʣધ保存मཧ工ࣄใࠂ書 ึ市ڭҭҕһձ फڭ๏ਓେආਆࣾ9

ึͷੴ ึ市ڭҭҕһձ ึ市ڭҭҕһձ )19ʢ2007ʣ10

ฌݿ県ͷۙ化Ҩ࢈ʵฌݿ県ۙ化Ҩ࢈ʢ建造物ʣ
૯合ௐࠪใࠂ書ʵ ฌݿ県ڭҭҕһձ )20ʢ2008ʣฌݿ県ڭҭҕһձ11

書ࠂඋใݪീ跡෮ݯ౻ۙ ึ市ڭҭҕһձ ึ市ڭҭҕһձ )21ʢ2009ʣ12

ۙҨ跡ௐࠪใࠂ書　ʵ࣏ʢެிʣʵ 文化ி文化財෦記念物՝ 文化ி文化財෦記念物՝ )26ʢ2014ʣ14

ฌݿ県ͷۙ෩建ங　ฌݿ県ۙ෩建ங૯合ௐࠪใࠂ書 ฌݿ県ڭҭҕһձ ฌݿ県ڭҭҕһձ )25ʢ2013ʣ13
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ウ．美術工芸品等の調査

ඒ術工ܳ品ɺݸ人͕所蔵͍ͯ͠Δ͜ͱଟくɺࣩօ調査͕ࠔͳ͜ͱ͕ଟ͍ɻ͔͠͠赤

穂市Ώ͔りのֆ͠࡞੍͕ࢣたֆըɺ赤穂ٛؔ࢜࿈の書੶・య੶・古文書ɺ赤穂市立ྺ史

ത館ɺ赤穂市立ඒ術工ܳ館田記೦館ɺ赤穂市史編さΜ୲に͓͍ͯऩ集͍ͯ͠Δɻྫ͑

ֆըͰ法ڮ҆周ಘɺ北文৴ɺླ木ඦ年・দ年ɺฏ井ਖ਼年ͳͲͰあΔɻ͜れΒऩ集͠た

のに͍ͭͯಛผలに͓͍ͯ図録Λ࡞͠ɺలࣔのػ会に͍ͯ͠ڙΔɻまたࢦఆ文化財ਃ

のあͬた݅に͍ͭͯɺઐՈにґཔͯ͠調査Λ࣮͢ࢪΔͳͲのૅج調査Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ

エ．無形文化財等の調査

無ܗ文化財ͱɺԋܶɺԻָɺ工ܳ技

ͳͲͱ͍ͬたɺܗΛ࣋たͳ͍文化財Ͱあ

りɺ赤穂市Ͱ工ܳ技術ͱͯ͠ʮ赤穂៚

௨技法ʯ͕ࢦఆされ͍ͯΔɻ

赤穂៚௨ɺ࣌ށߐظにࣇౡͳ

͔ͱ͍う人にΑͬͯ考ҊされたのͰɺ

ುౡɺࡖͱあΘͤͯຊ三៚௨ͱݴΘれ

͍ͯΔɻઓ前まͰོΛތりւ֎に༌ग़

͢ΔまͰにͳ͍ͬͯた͕ɺ࣌の社会

͔Β໖Ֆ༌入͕ͬͯഇ業͕相͗࣍ɺ

ฏ 2（1990）年ࠒに赤穂៚௨の৫ࢠ

Θ͔ͣ 2 名ͱͳͬたɻ

ͦ͜Ͱ赤穂市教育委員会͕ओ体ͱͳりɺ技法ঝのたΊฏ 3（1991）年度͔Βडߨ者

Λืͬͯ赤穂៚௨৫ํ技法ߨश会Λ 2 年間にΘたͬͯ開͠࠵たɻࠓͰɺͦのଔ業生たち

͕ͦれͧれの工Λ࣋ちɺฏ 5（1993）年に赤穂៚௨͕兵庫県の౷త工ܳ品にࢦఆ

されたほ͔ɺฏ 30（2018）年͔ΒΞンςφγϣοϓ͕Φーϓン͍ͯ͠Δɻ

オ．民俗文化財の調査

塩業資料調査　　赤穂のԘ業研究Λਫ਼ྗతにਐΊ͖ͯたኍ山ࢯにΑりऩ集されたԘ༻۩ɺ

市に一ׅدଃされɺ昭和 43（1968）年ɺ赤穂城跡にશ国ॳのԘ業ࢿྉ館͕開設されたɻऩ

集ࢿྉཌ年の昭和 44（1969）年にʮ赤穂のԘ༻۩ʯͱͯ͠国のॏཁ有ܗ民ଏ文化財にࢦ

ఆされ͓ͯりɺࡏݱ赤穂市立ྺ史ത館に͓͍ͯৗ設లࣔされ͍ͯΔɻͳ͓ɺྺ史史ྉにҐ

ஔけΒれΔ͕東Ԙ田のۙ文書集ʮ赤穂東৴༻ߪങར༻合文書ʯͳͲدଃされ͓ͯ

りɺ市ࢦఆ文化財ͱͳ͍ͬͯΔɻ͜う͠た赤穂のԘ業ؔ史ྉʰ赤穂Ԙ業史ྉ集ʱશࣣרͱ

ͯ͠刊行され͍ͯΔɻ

さΒに昭和 62（1987）年にɺ東Ԙ田跡地に建設された兵庫県立赤穂ւ公園にɺ赤

穂市立ւ༸Պ学館ͱ෮ݩԘ田ʮԘの国ʯ͕整備されɺࡏݱ༲ࣜԘ田͔Β流下ࣜԘ田のม

ભΛのたりに͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

赤穂民俗研究会　　昭和 58（1983）年͔Βɺ赤穂市教育委員会ଟ༷ͳྺ史文化遺࢈の

工房では今も赤穂緞通が織られている
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表 10	 民俗文化財調査関連　刊行物一覧

№ 図　　　書　　　名 編　　　者　　　名 発　　行　　者 発行年

赤穂Ԙ業史ྉ集第1ר 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会 H1（1989）

赤穂の民ଏͦの̔－ઍछ流域編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S63（1988）

兵庫県のํݴ
兵庫県ํݴऩ集緊急調査報告書 兵庫県教育委員会兵庫県教育委員会　編 S63（1988）

赤穂の民ଏͦの̓－Ճཬ・上Ծ編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S63（1988）

赤穂の民ଏͦの̒－Ԙ編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S62（1987）

赤穂の民ଏͦの̑－御崎編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S61（1986）

赤穂の民ଏͦの４－有年編（２）－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S61（1986）

赤穂のੲ第2集 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S61（1986）

赤穂の͠͝ͱうた・ΘΒうた第2集 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会 S61（1986）

赤穂の民ଏͦの３－有年編（１）－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S60（1985）

赤穂の民ଏͦの２－坂越編（２）－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S60（1985）

赤穂のੲ第1集 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S60（1985）

赤穂の͠͝ͱうた・ΘΒうた第1集 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会 S60（1985）

赤穂の地名 赤穂市総務部市史編さΜࣨ　編 赤穂市・赤穂市教育委員会 S60（1985）

生׆のܙ 赤穂市ࢱ事務所　編 赤穂市・赤穂市教育委員会 S60（1985）

Ͳのঝ文化ࢠ 赤穂市ࢠͲ会ࢦಋ者࿈བྷٞڠ会　編 赤穂市教育委員会 S60（1985）

赤穂の民ଏͦの１－坂越編（１）－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 S59（1984）

赤穂部落文書 赤穂部落文書編集委員会　編 赤穂市教育委員会 S49（1974）

ኍ山ᴲ道　編ஶ 	財
赤穂市文化ৼڵ財団
赤穂市教育委員会赤穂のԘ༻۩ H1（1989）

赤穂の民ଏͦの̕－ඌ崎編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 H2（1990）

赤穂Ԙ業史ྉ集第2ר 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会 H2（1990）

赤穂Ԙ業史ྉ集第3ר 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会 H2（1990）

赤穂Ԙ業史ྉ集第4集 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会 H3（1991）

赤穂Ԙ業史ྉ集第5ר 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会 H3（1991）

H4（1992）赤穂ๅઐܙࣉൺण大ࠇ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H5（1993）ࣸਅͰݟΔ赤穂の民ଏ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会

H5（1993）赤穂の民ଏͦの10－Ӝ編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会

H5（1993）赤穂Ԙ業史ྉ集第6ר 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会

赤穂の民ଏͦの11－ิ遺編－ 赤穂民ଏ研究会　編 赤穂市教育委員会 H6（1994）

赤穂Ԙ業史ྉ集第7ר 赤穂Ԙ業史ྉ集編ࢊ委員会　編 赤穂市教育委員会 H6（1994）

稚ࣇのࡇ礼－ώτπモϊΛΊ͙ͬͯ－ 兵庫県教育委員会　編 兵庫県教育委員会 H18（2006）

坂越のધࡇり総合調査報告書 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会 H22（2010）

兵庫県の民ଏܳ
民ଏܳϨοドデータϒοク 兵庫県教育委員会兵庫県教育委員会　編 H8（1996）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33
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調査にりग़͠たɻ一ͭɺ赤穂民ଏ研究会ͱ共同Ͱ行ͬた民ଏ調査Ͱありɺኍ山ᴲ道ࢯओಋͰɺ

まさにࣦΘれͭͭあΔ赤穂の民ଏΛɺ市ࠓ 8 地区に分けͯ調査Λ࣮͠ࢪたのͰあΔɻ࣌

の古͔Βฉ͍た年中行事ɺ࣌まͩされ͍ͯたࣆෑ跡ͳͲの建調査ɺ記Աにج

づく昭和ॳظの市街地地図の࡞ɺํ 調査ɺੲͱ͍ͬたɺまさにଟ༷ͳ֤地区の民ଏ͕ʰ赤ݴ

穂の民ଏʱͱͯ͠刊行され͍ͯΔɻ

͜う͠た׆動にै事͠た赤穂民ଏ研究会ɺ一般市民にΑͬͯߏされた団体Ͱありɺ教員

公務員Λ͡Ίɺ調査ݧܦのͳ͍自営業者会社員ɺओ්ͳͲにΑͬͯߏされ͍ͯたɻ赤

穂民ଏ研究会の年にΘたΔ׆動ɺ͜う͠た市民͕赤穂のྺ史文化遺࢈ͱਅに͖合うو

ॏͳػ会Λఏ͠ڙɺࡏݱͰ͜の࣌にؔ͠た人ʑ͕ɺྺ史文化遺࢈に͔͔ΘΔ׆動Λ下͑ࢧ

͍ͯ͠Δͱ͍ͬͯաݴͰͳ͍ɻͳ͓ɺ͜のܧଓ調査の一ͱͯ͠ɺຊߏのࡦఆにあたり

ฏ 29（2017）年度に改Ίͯ年中行事調査Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ

͜のほ͔ຊ市Ͱɺ͠͝ͱうた・ΘΒうたɺ地名ɺੲに͍ͭͯ調査Λ行͍ͬͯΔɻ

͠͝ͱうた・ΘΒうたに͍ͭͯɺ࣌ɺ兵庫県立赤穂高学校教་Ͱあͬた赤দल͕ࢯ

中৺ͱͳりɺ࣌まͩされ͍ͯたӖΛ࠾ේ͠たのͰあΔɻ赤穂の地名に͍ͭͯ市史編さ

Μ͕ࣨओ体ͱͳりɺ֤地区の人会自࣏会ͳͲのྗڠのͱ報告書Λ刊行͍ͯ͠Δɻ

文化財指定に伴う調査　　ࡇ礼の文化

財ࢦఆにけた調査行Θれ͓ͯりɺࡏݱ

のͱ͜Ζɺ坂越のધࡇ（国ࢦఆ）ɺ赤穂ๅ

ઐܙࣉൺण大ࠇ（県ࢦఆ）ɺ赤穂ീ഼宮

（市ࢠࢰ神社ߥɺௗ（ఆࢦ県）ࢠࢰ

ɺ赤穂অ͖（ఆࢦ市）ఆ）ɺ坂越ຍགྷりࢦ

Ӗ（市ࢦఆ）ɺ東有年ീ഼神社಄人行事（市

ͳ（ఆࢦ市）神社行事ߥఆ）ɺԘࢦ

Ͳに͍ͭͯɺࢦఆのࡍに調査Λ࣮ͯ͠ࢪ

͍Δɻಛに坂越のધࡇɺฏ 4（1992）

年 2 ݄ 25 にʮ記録࡞のાஔΛͣߨ

͖無ܗの民ଏ文化財ʯのબΛडけ͍ͯたのͰɺฏ 19 ʙ 22（2007 ʙ 2010）年度に

͔けͯ総合調査Λ࣮͠ࢪɺ報告書Λ刊行͠たɻさΒにɺฏ 24（2012）年度͔Βө૾記録

ྉͱ͠たɻࢿૅجঝのたΊのܧɺอଘͱ͠ࢪΛ࣮࡞

ฏ 29（2017）年度͔Βɺ地域౷文化อଘ事業Λ立ち上͛ɺ5 ͔年Λ͔けͯɺ市Ͱ

 30 ݅あΔळのࡇ礼行事のө૾記録Λ࡞͢Δ͜ͱͱ͍ͯ͠Δɻ

カ．史跡名勝天然記念物の調査

市に国史跡ͱͯ͠赤穂城跡大石良雄宅跡͕あΔほ͔ɺ県史跡ͱͯ͠有年地区の古墳（蟻

無山古墳ɺ野田 2 号墳ɺ塚山 6 号墳ɺ木虎谷 2 号墳）集落跡（有年原・田中遺跡ɺ東有年・

沖田遺跡）ɺ坂越地区のࠇ崎墓所Έ͔Μのた山古墳͕ありɺ市史跡ͱͯ͠ඌ崎・大塚古

墳ͱ大石良雄Ծۯ地跡͕あΔɻ

坂越の船祭　映像記録作成
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赤穂城跡　　国史跡赤穂城跡に͍ͭͯɺ学ࣝݧܦ者にΑΔ赤穂城跡整備委員会Λ৫ͯ͠

ಋΛडけͳ͕Βɺ庁の市公園所部局ͱͱにɺ国史跡また市公園ͱͯ͠調査・整備ࢦ

͖ͯ͠たɻ整備にあたͬͯɺ史跡赤穂城跡整備جຊߏ（昭和 56 年ࡦఆɺฏ 3 年ݟ͠ɺ

ฏ 6 年一部ݟ͠）ɺ赤穂城跡整備جຊܭը（ฏ 8 年ࡦఆɺฏ 28 年मਖ਼）ɺ赤穂城跡整

備جຊ設ܭ（ฏ 10 年ࡦఆ）にجづ͍ͯ行͍ͬͯΔɻ

ຊؙに͍ͭͯ昭和 57（1982）年のچ赤穂高学校校舎ղ体ޙに発掘調査にணख͠ɺఱक

石֞मཧ（昭和 59 年度）ɺຊؙఉ園෮ݩमཧ（昭和 60 ʙฏݩ年度）ɺ御఼間औり整備（昭

和 62 ʙฏ 2 年度）ɺႝڮ周ล整備（ฏ 3 ʙ 8 年度）ɺຊؙ周ล෮原整備（ฏ 4 ʙ 7

年度）ɺӛޱ周ล整備（ฏ 8 ʙ 13 年度）ͳͲΛͯܦɺ一般公開Λ開͍ͯ࢝͠Δɻ

ೋ೭ؙɺฏ 7（1995）年度Αり石֞मཧΛ࣮͢ࢪΔͱͱにɺถ蔵跡ܜٳ舎整備（ฏ

 9 年度）ɺਫख跡周ล整備（ฏ 9 ʙ 13 年度）ɺՖݟ場整備（ฏ 10 ʙ 13 年度）Λ

たɻฏ͖ͯ͠ࢪ࣮ 14（2002）年度͔

Βɺฏ 10（1998）年度͔Βのશ໘

発掘調査Ͱ໌Β͔にͳͬたೋ೭ؙఉ園

の整備にணख͓ͯ͠りɺࡏݱ整備中Ͱ

あΔɻͳ͓ຊؙఉ園ͱೋ೭ؙఉ園ฏ

14（2002）年 9 ݄ 20 に国名উのࢦ

ఆΛडけ͓ͯりɺೋ೭ؙఉ園ฏ 28

（2016）年 12 ݄ 13 Αり一部公開Λ

開͍ͯ࢝͠Δɻ

三೭ؙɺ͍まͩະணखの場所͕ଟ

表 11	 史跡名勝天然記念物調査関連　刊行物一覧

赤穂城跡本丸門の整備

図　　　書　　　名 編　　者　　名 発　行　者 発　行　年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

史跡赤穂城跡อଘཧܭը書 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会 S53（1978）

;Δさͱ赤穂の自વ－ւͱͱΛたͣͶͯ－ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会 S57（1982）

赤穂の野ௗ－自વに͠ΉたΊに－ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会 S58（1983）

S56（1981）史跡赤穂城跡整備جຊߏ 赤穂市教育委員会赤穂市教育委員会　編

S59（1984）史跡赤穂城跡ຊؙ発掘調査報告書１ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

S60（1985）史跡赤穂城跡ᅿຊؙ発掘調査報告書２ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

S61（1986）史跡赤穂城跡ຊؙ発掘調査報告書３ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H3（1991）史跡赤穂城跡整備جຊߏ（ݟ͠） 赤穂市教育委員会

H3（1991）ྺ史の道調査報告書第2集　山陽道（西国街道） 兵庫県教育委員会

H6（1994）史跡赤穂城跡整備جຊߏ（一部ݟ͠） 赤穂市教育委員会

H8（1996）赤穂城跡整備جຊܭը報告書 赤穂市教育委員会

H14（2002）赤穂城跡ೋのؙఉ園ۋଳ発掘調査֓ཁ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H14（2002）ΑΈ͕͑Δ大名ఉ園赤穂城跡ೋのؙఉ園ۋଳ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H18（2006）史跡赤穂城跡ຊؙ石֞मཧ工事報告書 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H20（2008）名উچ赤穂城ఉ園ೋ೭ؙఉ園整備֓ཁ報告書 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H24（2012）生ౡの২生調査報告－ཧ10ޙ年ޙのݱঢ় 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H25（2013）名উچ赤穂城ఉ園ೋ೭ؙఉ園整備֓ཁ報告書２ 赤穂市教育委員会　編 赤穂市教育委員会

H25（2013）兵庫県の場・๒ 兵庫県教育委員会

H28（2016）史跡赤穂城跡整備جຊܭը（मਖ਼）報告書 赤穂市教育委員会

赤穂市教育委員会　編

兵庫県教育委員会　編

赤穂市教育委員会　編

赤穂市教育委員会　編

兵庫県教育委員会　編

赤穂市教育委員会　編

№
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͍͕ɺ大石良雄宅跡͕ղ体मཧ（昭

和 52 ʙ 54 年度）され͍ͯΔほ͔ɺՈ

ෑ公園整備（昭和 56 ʙ 57 年度）ɺۙ

ീ宅跡整備（ฏݯ౻ 10 ʙ 11 年

度）ɺ大खᐩܗ෮ݩमཧ（ฏ 12 ʙ

14 年度）ͳͲΛ行͍ͬͯΔɻ

その他の史跡　　দԬलࢯΒઌୡに

ΑΔ分布調査にΑͬͯ໌Β͔にͳ͍ͬͯ

た古墳͕ɺ͍く͔ͭ県ࢦఆΛडけ͍ͯΔɻ

坂越Ԋ؛の中ظ古墳ͰあΔɺΈ͔Μの

た山古墳（昭和 50 年 3 ݄ 18 ࢦఆ）ɺઍछ流域Ͱ࠷大の中ظ古墳ͰあΔ蟻無山古墳（昭和

50 年 3 ݄ 18 ࢦఆ）ɺʮٚ園塚型石ࣨʯͱ͍うಛҟͳԣ݀ࣜ石ࣨΛͭ野田２号墳ɺ（昭和 61

年 3 ݄ 25 ࢦఆ）ɺʮ石୨ʯΛͭԣ݀ࣜ石͕ࣨあΔ木虎谷 2 号墳（ฏ 2 年 3 ݄ 20 ࢦఆ）ɺʮݰ

ࣨ間りʯΛͭ大型ԣ݀ࣜ石ࣨの塚山 6 号墳（ฏ 2 年 3 ݄ 20 ࢦఆ）͕ͦれͰɺ͜の

うち塚山古墳群ฏ 22（2010）年度にɺ蟻無山古墳群ฏ 23（2011）年度にɺΈ͔Μ

のた山古墳群ฏ 25（2013）年度にͦれͧれ測量調査Λ࣮͠ࢪɺਖ਼確ͳنΛѲ͠

͍ͯΔɻ

有年地区の埋蔵文化財調査のਐలにΑͬͯࢦఆされた史跡͕ 2 ݅あΔɻ有年原・田中遺跡ͱ

東有年・沖田遺跡Ͱɺͦれͧれほ場整備事業に伴͍ɺ昭和 62（1987）年度͔Βฏ 4（1993）

年度に͔けͯ発掘調査͕行Θれͯॏཁ遺ߏ͕発ݟされɺ有年原・田中遺跡ฏ 2（1990）

年 3 ݄ 20 ɺ東有年・沖田遺跡͕ฏ 4（1992）年 3 ݄ 24 に県ࢦఆ史跡ͱͳͬたɻ͍ͣ

れ一部͕公園化されͯɺ自࣏会の委ୗにΑΔཧӡ営Λ行͓ͬͯりɺ有年地区に͓けΔྺ

史ޫ؍のڌͱͳ͍ͬͯΔɻ

͜のほ͔ɺ市ࢦఆ史跡ͰあΔ大石良雄宅Ծۯ地跡ࡩの名所ͰあΔ͜ͱあͬͯ市民のܜ

͍の場ͱͳ͍ͬͯΔɻまた市֤所に文化財Λઆ໌͢ΔඪபΛੵۃతに設ஔ͓ͯ͠りɺࡏݱͰ

総 152 た൘֤所に設ஔ͠ɺདྷ๚͠ࡌܝに上͍ͬͯΔɻさΒにɺ周ลの文化財地図Λج

者の便ٓΛ図͍ͬͯΔɻ

名　勝　　名উͱͯ͠ɺچ赤穂城ఉ園（ຊؙఉ園・ೋ೭ؙఉ園）田ࢯఉ園͕国ࢦఆ

݅ͰあΔɻچ赤穂城ఉ園に͍ͭͯɺ྆者ͱ発掘調査にΑ͔ͬͯͬͭݟた遺跡ఉ園Ͱありɺ

ຊؙఉ園整備͕ͯྃ͠一般公開されɺೋ೭ؙఉ園整備్中ͰあΔののɺ一部の一般

公開͕行Θれ͍ͯΔɻ田ࢯఉ園ɺ所有者にΑΔอଘमཧ͕ܧଓతに行Θれ͓ͯりɺͦれに

ͱͳう調査͕࣮ࢪされ͍ͯΔɻ

天然記念物　　ఱવ記೦ɺ生ౡथྛ͕།一のࢦఆ݅ͰあΔɻ生ౡथྛɺ原࢝の࢟Λ

Αく͢थྛͱͯ͠ɺ大ਖ਼ 13	1924
 年に国ఱવ記೦にࢦఆされɺ昭和 32（1957）年に

ఆされ͍ͯΔɻͦのಛの一ͭにɺϜϕςイΧΧζϥͱࢦ区にޢলの国立公園ಛผอڥ

͍ͬたຮੑ২のൟໜ͕あͬた͕ɺ1970 年ΑりϜϕのҟৗൟໜ͕࢝まりɺฏ 12（2000）

年ࠒにϜϕに෴Θれたスμδイ͕͢ࢮރΔͳͲɺथྛඃ͕立ち࢝ΊたたΊɺฏ 13

（2001）年に兵庫県立大学の部อࢯにґཔͯ͠ݱঢ়調査Λ行ͬたɻͦの݁ՌΛ౿ま͑ɺฏ

みかんのへた山古墳



6�

第３章　　赤穂市の歴史と文化

14（2002）年にɺ市民ࢀՃのͱͰथྛの২生調査ͱϜ

ϕെ࠾Λओͱ͢Δ২生ཧΛ࣮͠ࢪたɻฏ 23（2011）

年にͦの跡調査Λ行͍ɺ২生ཧの有ޮੑΛ確認͢Δ

͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯΔɻͳ͓ฏ 14（2002）年͔Βɺ坂越

及び生ౡ؛ޢに͓͍ͯɺ小中学校ࣇಐ生ెؚΊたॅ民

総ग़にΑΔ大نਗ਼׆動͕࣮ࢪされ͍ͯΔɻ

キ．選定保存技術の調査

づくબఆอଘ技術ͱجྫにޢɺ赤穂市文化財อࡏݱ

ͯ͠ɺ三ຯ線࡞技法ɺ宮大工の技術の 2 ݅Λ認ఆͯ͠

͍Δɻ͔ͭͯɺ播भຳ・ྨ編ํ技法和ધ建の

技術ɺ赤穂៚௨の৫ํ技法ͳͲ認ఆされ͍ͯた͕ɺอ

記ݶ࠷者ෆにまされ͓ͯりɺܧޙ文化財ಛにܗにΑり認ఆղআされたɻ無ڈࢮ者࣋

録อଘ道۩のอଘΛ͍ͯ͠くඞཁ͕あΔɻ

ク．埋蔵文化財の調査

昭和 59（1984）年度͔Βɺ赤穂市北部にあたΔ有年・周世・高雄地区のほ場整備事業

れΔ地区Ͱɺฏ野のଟくの部分͕埋蔵文化財ݺされ͍ͯΔɻʮ文化財のๅ庫ʯͱࢪ࣮͕

แ蔵地に͓֘ͯ͠りɺ͜れにରԠ͢Δ発掘調査に໌けれたܦҢ͕あΔɻ͜う͠た事業ܭը

にରͯ͠ɺର地ΛάリοドͰ分ׂ͠ɺͯ͢の地区Ͱ試掘調査Λ࣮͢ࢪΔͱͱにɺͦの

Λආけɺ土にΑΔほ場整備Λಇ͖͔けた݁Ռɺ͍まͩଟくづ͍ͯͰ͖Δͩけ工事掘جにݟ

の場所Ͱ遺跡͕อଘされ͍ͯΔɻಛに生࣌の墳丘墓͕͔ͬͭݟた有年原・田中遺跡（県史跡）

ͱɺ大نͳ生・古墳࣌集落͕発ݟされた東有年・沖田遺跡（県史跡）ɺ一部公園化されたɻ

近年の埋蔵文化財調査　　市街地の街路整備͕׆発化͠たฏ 10 年度͔Βɺۙ世遺跡Ͱ

あΔ赤穂城下町跡Λ発掘調査ରͱ͠ɺ民間宅地開発にରͯ͠શ໘調査Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻಛ

に̧̟播भ赤穂駅͔Β赤穂城跡ࢸΔɺ௨শʮ͓城௨りʯの街路֦෯事業に伴う発掘調査Ͱ

ଟ大ͳՌΛ͍ͯ͛ڍΔɻ

ɺ赤穂市に͓けΔ周の埋蔵文化ࡏݱ

財แ蔵地 335 ݅ͰあΔ͕ɺ開発ほ

ぼ市街地に集中͓ͯ͠りɺ調査ରの 8

ׂఔ度͕ʮ赤穂城下町跡ʯͱͳ͍ͬͯΔɻ

公共及び民間開発に伴͍ɺඞཁにԠͯ͡

試掘調査ɺ確認調査ɺશ໘発掘調査Λ࣮

ଓతに分布調査Λ࣮ܧΔほ͔ɺ͍ͯ͠ࢪ

りɺۙ年有年山ྛ部の調査に͓ͯ͠ࢪ

Αͬͯɺ古墳の確認͕ܹ増͍ͯ͠Δɻ

またɺ木؆Λ͡Ίͱ͠た有࣭ػ遺に

͍ͭͯܧଓతにอଘॲཧΛ行͍ͬͯΔɻ 赤穂城下町跡の発掘調査現地説明会

生島樹林の調査
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表 12	 埋蔵文化財調査関連　刊行物一覧

№ 図 　　  書　　   名 編 　  　者　   　名 発　  行　  者 発 行 年

兵庫県赤穂郡西野山第三號墳 有年考古館 S27（1952）

赤穂の埋蔵文化財 赤穂市文化財調査委員会 編 赤穂市教育委員会 S44（1969）

赤穂市大津堂山遺跡試掘調査報告書 山陽自動車道大津
インター

兵庫県赤穂市 編 兵庫県赤穂市 S54（1979）

御崎大塚遺跡 S59（1984）

周世入相遺跡発掘調査報告書 赤穂埋蔵文化財調査会 編 赤穂市教育委員会 S59（1984）

兵庫県の中世城館・荘園遺跡
兵庫県中世畳間・荘園遺跡緊急調査報告 兵庫県教育委員会 S60（1985）

周世入相遺跡確認調査報告書２ 赤穂埋蔵文化財調査会 編 赤穂市教育委員会 S61（1986）

兵庫県埋蔵文化財調査年報 昭和59年度 兵庫県教育委員会 S62（1987）

兵庫県埋蔵文化財調査年報 昭和59年度 兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会 編

兵庫県教育委員会 編

兵庫県教育委員会 編 S63（1988）

周世入相遺跡確認調査報告書３ 赤穂埋蔵文化財調査会 編 赤穂市教育委員会 S63（1988）

周世入相遺跡 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 編 赤穂市教育委員会 H2（1990）

有年原・田中遺跡発掘調査報告
赤穂市立原小学校新築工事に伴う埋蔵文化財調査報告書 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 編 兵庫県教育委員会 H3（1991）

有年原・田中遺跡（原土地改良区・墳丘墓） 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会 H3（1991）

有年考古館蔵品図録 西播流域史研究会 編 財団法人有年考古館 H3（1991）

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 編堂山遺跡
－山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅹ 兵庫県教育委員会 H7（1995）

津村古墳 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会 H7（1995）

兵庫県赤穂市東有年・沖田遺跡発掘調査報告書
－ガソリンスタンド改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

赤穂市教育委員会 偏 赤穂市教育委員会 H9（1997）

H10（1998）周世・入相遺跡発掘調査報告書Ⅳ
－宅地開発事業に伴う発掘調査－

赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

H10（1998）赤穂市教育委員会東有年・沖田遺跡の風景
－ほ場整備事業に伴う発掘調査の記録－ 赤穂市教育委員会 編

H12（2000）赤穂市教育委員会
地区体育館建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

兵庫県赤穂市高雄・根木遺跡発掘調査報告書
－県営ほ場整備事業及び赤穂市高雄公民館・ 赤穂市教育委員会 編

H13（2001）赤穂市教育委員会有年原・田中遺跡２
－宅地開発事業に伴う発掘調査－ 赤穂市教育委員会 編

H14（2002）赤穂市教育委員会
有年原・田中遺跡３
－赤穂市立原小学校校舎増築工事に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書－

赤穂市教育委員会 編

H15（2003）赤穂市文化財調査報告書 上菅生遺跡 農村総合整備事
業（モデル型）ほ場整備に伴う発掘調査 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

H15（2003）東有年・沖田遺跡 ほ場整備事業に伴う発掘調査 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

H15（2003）有年原・北山遺跡 農村総合整備事業（農村集落道整
備）に伴う発掘調査 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

H15（2003）発掘された赤穂城下町 赤穂駅前大石神社線街路整備事
業に伴う赤穂城下町跡発掘調査報告書1 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

赤穂市下高谷遺跡
－坂越郵便局庁舎新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 編 兵庫県教育委員会 H18（2006）

木虎谷11号墳発掘調査報告書 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会 H18（2006）

H19（2007）発掘された赤穂城下町 赤穂駅前大石神社線街路整備事
業に伴う赤穂城下町跡発掘調査報告書2 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 編
赤穂市赤穂城下町跡
（街）赤穂駅前大石神社線電線共同溝整備事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書

兵庫県教育委員会 H20（2008）

有年原・クルミ遺跡発掘調査報告書 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会 H20（2008）

H22（2010）有年牟礼・井田遺跡発掘調査報告書 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

H23（2011）蟻無山古墳群・塚山古墳群・周世宮裏山古墳群測量調査
報告書 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会

有年原・クルミ遺跡発掘調査報告書２ 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会 H25（2013）

公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター
埋蔵文化財調査部

赤穂市有年原・クルミ遺跡
－一般国道2号相生有年道路事業に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告書－

兵庫県教育委員会 H26（2014）

有年牟礼・山田遺跡発掘調査報告書 赤穂市教育委員会 編 赤穂市教育委員会 H26（2014）

赤穂市教育委員会有年考古 創刊号 赤穂市教育委員会 編 H26（2014）

赤穂市教育委員会 H27（2015）有年原・クルミ遺跡 有年牟礼・井田遺跡発掘調査報告書 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H28（2016）有年考古 第２号 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H28（2016）有年考古 第３号 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H28（2016）発掘された赤穂城下町３
－民間開発に伴う赤穂城下町跡発掘調査報告書１－ 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H29（2017） 有年考古 第4号 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H29（2017）有年地区埋蔵文化財詳細分布調査報告書 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H30（2018）有年考古 第5号 赤穂市教育委員会 編

赤穂市教育委員会 H30（2018）
発掘された赤穂城下町４
－赤穂あけぼの幼稚園園舎建設に伴う文化財発掘調査
 報告書1－

赤穂市教育委員会 編

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44
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有年考古館　　দԬल͕ࢯ設立͠た有年考古館ͱͦのऩ蔵ࢿྉɺ地域史に͔ܽͤͳ͍考

古ࢿྉ（赤穂市ࢦఆ文化財）Λऩ蔵͍ͯ͠Δ͕ɺฏ 22（2010）年に開館 60 年Λܴ͑た͜

ͱΛػにɺ赤穂市に一ׅدଃされたɻฏ 23（2011）年 11 ݄に赤穂市立有年考古館ͱ͠

ͯリχϡーΞルΦーϓン͠ɺ有年の文化財報のੵۃతͳ発৴Λ行͍ͬͯΔɻ

ケ．まちなみ・景観の調査

坂越地区ɺྺ史తͳまちͳΈ͕Αくされ͍ͯた͜ͱ͔Βɺฏ 2（1990）年度に౷

త建อଘରࡦ調査Λ࣮͠ࢪたɻ͜の調査ͰまちͳΈશ体の調査ͱͱにɺओཁͳ建築調

査ޙࠓのまちͳΈܗに伴うΞンέーτ調査࣮͍ͯ͠ࢪΔɻまたɺ+3 播भ赤穂駅͔Β赤穂

城跡にࢸΔ௨শʮ͓城௨りʯɺ城下町の風Λ͢まちͳΈΛम景͢Δ͜ͱにΑりɺޫ؍

市ͱͯ͠の整備Λଅਐ͢Δ͜ͱ͕ܭըされたɻ

͜のΑうͳܦҢ͔Βɺ赤穂市Ͱʮ赤穂市市景؍のܗにؔ͢Δྫʯにجづく市街地景

ॏཁ建築؍ఆ͢Δͱͱにɺ市街地景ࢦ地区ͱͯ͠ʮ坂越地区ʯͱʮ͓城௨り地区ʯΛܗ؍

ͱͯ͠ 9 ݅の建Λࢦఆ͍ͯ͠Δ（ほ͔県ࢦఆ 1 ݅）ɻ

ͳ͓ށւ国立公園ͱͯ͠ࢦఆされ͍ͯΔほ͔ɺ坂越の生ౡ͕ಛผอޢ区ͱͳ͍ͬͯΔ

͕ɺ͜う͠た景؍にؔ͢Δ調査Ͱ͖͍ͯͳ͍ɻ

コ．歴史文化遺産の調査

忠臣蔵遺産の調査研究　　赤穂市͕ތ

Δ文化遺࢈の一͕ͭɺਉ蔵ͰあΔɻ市

Ͱɺh 赤穂市史ʱの編ޙࢊɺh ਉ蔵ʱ

શ 7 の刊行にҠ行͠ɺฏר 25（2013）

年度にͯ͢の刊行Λऴ͑たɻ史࣮編 2

ɺ文ܳ編 5 ΒͳΔ大ஶɺਉ蔵͔

研究のࢿૅجྉͱͳ͍ͬͯΔɻ所市

史編さΜ୲Ͱありɺ͜のほ͔ʰ赤穂ٛ

－坂٢ӈӴΛΊ͙ͬͯࣉ－࢜ ɺɦh 赤

穂ൡՈॾ名録 ɺɦh 赤穂ൡՈ分ݶ

ா集ʱͳͲ発刊͍ͯ͠Δɻ赤穂市立ྺ

史ത館ɺʮԘͱٛ࢜の館ʯΛѪশͱ͠

͓ͯりɺਉ蔵ؔ史ྉのऩ集ɺ赤穂ٛ

جΔͱͱに͢࠵にؔ࿈͢ΔలࣔΛ開࢜

ྉͱͳΔ図録Λଟく発刊͍ͯ͠Δɻࢿૅ

旧赤穂上水道の総合調査　　͢Ͱに৮

れたΑうにɺچ赤穂上ਫ道ኍ山ᴲ道ࢯ

͕調査ͯͦ͠のશ༰͕໌Β͔にͳͬたྺ

史文化遺࢈ͰあΔ͕ɺちΐうͲͦのՌ

͕໌Β͔にͳͬた昭和 50（1975）年にɺ

お城通り地区

旧赤穂上水道説明板
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下ਫ道工事にΑͬͯഁյされΔڪれ͕ग़͖ͯたɻͦのたΊ赤穂市教育委員会Ͱ神ށ大学にґ

པͯ͠چ赤穂上ਫ道の総合調査Λ委ୗɺ土木工学ɺ考古学の֤छ調査Λ࣮͠ࢪɺ͜のՌΛ

डけͯอଘܭըΛࡦఆ͠たɻࡏݱɺ࠷ॳظのऔਫޱͰあΔ山ᯄ道͕され͍ͯΔのɺ͜う

͠た׆動に兵庫県͕ཧղΛࣔ͠ɺ山ᯄ道Λ֦ுͤͣྡͯ͠高雄ࠖ道Λ築͍たたΊͰありɺ

Λ͠のͿ࣌城下町֤所にɺچΛͱͲΊ͍ͯΔɻまた࢟ᯄ道農業༻ਫ路ͱͯͦ͠のࠓ

赤穂上ਫ道モχϡϝンτ͕設ஔされ͍ͯΔほ͔ɺओͳਫルーτのอଘ͕行Θれ͍ͯΔɻچ

近年の動き　　ۙ࠷ɺ文化財の記録อଘに伴うのɺ一ͭのςーϚにԊͬた事業ͱͯ͠

Δ調査事業͕行Θれ͍ͯΔɻྫ͑ฏ͢ࢪ࣮ 25（2013）年度にɺ͔ͭͯ城にあͬた

Ո三ྶの流れΛټΉچ赤穂神社建築のղ体に伴͍ɺֆ図文ݙ調査ɺฉ͖औり調査ɺ建築・

地આ໌会Λ行ͬたɻまたฏݱ・調査ɺ発掘調査࣌調査ɺղ体נ 28（2016）年度にɺچ赤

穂上ਫ道ෑ設 400 年Λ記೦ͯ͠ɺچ赤穂上ਫ道にؔ͢Δֆ図文ݙ調査ɺگݱ調査ɺ3 測量ݩ࣍

の調査Λ͡ΊɺύンϑϨοτ刊行ɺղઆ൘設ஔɺө૾੍࡞ɺలࣔ会・ߨԋ会・ΥーΩ

ンάイϕンτΛ開͠࠵たɻ同年度にɺあΘͤͯ市ळࡇりのࣩօ調査Λ࣮ͯ͠ࢪύンϑϨο

τΛ࡞͓ͯ͠りɺ͢Ͱに৮れた地域౷文化อଘ事業にର͢Δࢿૅجྉにͳ͍ͬͯΔɻ

また文化財のΞーΧイϒ化に͍ͭͯɺ下記のΑうに༷ʑͳ事業Λల開͍ͯ͠Δɻ

Web 制作　　赤穂市教育委員会Ͱʮ赤穂市の文化財ʯͱ͍う 8FC αイτΛฏ 8（1996）

年度͔Β公開͓ͯ͠りɺຖ݄ 1 ճఔ度のߋ新ස度ͳ͕Βɺ総ϖーδ 2000 Λ͍͑ͯΔɻ

赤穂市のγンϘルͰありڌޫ؍にͳ͍ͬͯΔ赤穂城跡に͍ͭͯɺ県֎の合ͤ

ଟくɺ8FC αイτのߏ築͕まれ͍ͯたたΊɺฏ 25（2013）年度Αり公ࣜαイτΛ公開͠

͍ͯΔɻ

播磨圏域連携中枢都市圏協約事業　　ຊ事業ɺฏ 27（2015）年度Αりඣ路市Λ࿈ܞ中

市ͱͯ͠ɺ播ຏશ域の市町͕共同事業Λ行͍ͬͯΔのͰɺͦの一ͱͯ͠文化財ࢿྉの

ΞーΧイϒ化Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻʮりま;ΔさͱΞーΧイϒʯͱ名けΒれた 8FC αイτͰɺ

播ຏの֤市町のΞーΧイϒΛ͢ࡧݕΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑうにͳ͍ͬͯΔɻ赤穂市Ͱɺ播ຏΛ中

৺ͱ͠た石ൾのຊデータΛ࡞͍ͯ͠Δɻ

東備西播定住自立圏形成推進事業　　Ԭ山県備前市Λ中৺市ͱ͠ɺ兵庫県赤穂市ͱ赤穂郡上

郡町の 2 市 1 町Ͱ共同事業Λల開͢ΔのͰɺฏ 22（2010）年度Αり࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ文化

財ؔͱͯ͠ɺ2 市 1 町のࢦఆ文化財文化ࢪ設Λݟ学͢ΔόスπΞーのほ͔ɺ埋蔵文化財

८ճలΛ開͍ͯ͠࠵Δɻ

文化財資料のデジタル化　　ฏ 26（2014）年度͔Βɺओに昭和࣌に調査͠たࡍの

発掘調査遺ߏ図のデδタルτϨースɺࡇ礼ө૾のデδタル化Λ委ୗにΑͬͯ行͍ͬͯΔほ͔ɺ

調査ࣸਅのスΩϟχンάͳͲΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ

歴史文化遺産の映像制作　　ฏ 24（2012）年͔Βฏ 25（2013）年にɺ坂越のધࡇ

Λޙ世にঝ͢Δͱͱにく 13 ͢ΔたΊɺө૾੍࡞Λ࣮͠ࢪたɻ͜の事業のڹ大͖くɺ

Ҏޙɺฏ 27（2015）年度にɺ赤穂市北部の有年地区に͓けΔྺ史文化遺࢈のө૾੍࡞Λɺ

またฏ 28（2016）年度にɺچ赤穂上ਫ道のө૾੍࡞Λ行ͬͯ൦布͠ɺ8FC 上ͰӾཡͰ

͖ΔΑうに͍ͯ͠Δɻ
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（3）赤穂市のࢦఆ文化財

赤穂市Ͱɺ昭和 56（1981）年に赤穂市文化財อޢྫ੍͕ఆされたɻฏ 7（1995）年

3 ݄の࣌Ͱɺࢦఆ文化財の総͕ 29 ݅（国ࢦఆ 7 ݅ɺ県ࢦఆ 13ɺ市ࢦఆ 9 ݅）Ͱあͬた͕ɺ

ฏ 29（2017）年 3 Δͱɺ総ݟͰࡏݱ݄ 75 ݅（国ࢦఆ 8 ݅ɺ県ࢦఆ 14 ݅ɺ市ࢦఆ 53 ݅）

ͱͳ͓ͬͯりɺࢦఆ文化財 22 年の間に 2�5 ഒに増Ճ͍ͯ͠Δɻࢦఆにあたͬͯɺ市

にあΔྺ史文化遺࢈のపఈ調査ͱɺ学術తͳҐஔづけ͕ඞཁͰあΔ͕ɺ͜う͠た文化財の調

査ͱࢦఆされた文化財ɺまちづくり地域づくりの֩ͱͳΔのͱͯ͠ظされΔɻ

赤穂市に͓けΔ文化財อޢྫのಛͱͯ͠ɺબఆอଘ技術อ࣋者の認ఆ͕͛ڍΒれΔɻ兵

庫県のଞ市町にݟΒれͳ͍のͰɺ赤穂民ଏ研究会のՌの࣮݁ͱ͍͑Δɻ

表 13	 赤穂市の指定文化財件数（平成 30 年 6 月 29 日現在）

種　　　　　　別 国指定 県指定 市指定 合　計

有形文化財

無形文化財

民俗文化財

記念物

小　計

天然記念物

名　勝

史　跡

有形民俗文化財

建造物 1

1

1

12 13

2 4 6

3 41 45

1 1 1 3
1 2 6 9
2 3 7 12
2 8 2 12

8 14 53 75

5 8 2 15

4 4

1 1

6 6

2 2

12 12

3 4

2 2
1 1

0

0
0

絵　画

彫　刻

工　芸

書籍・典籍・古文書

考古資料

歴史資料

小　計

無形民俗文化財

小　計

重要伝統的建造物群保存地区

重要文化的景観

選定保存技術

※登録文化財はなし

合　　　　計
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ア．国指定文化財８件

ฏ 30 年 6 ݄ 29 ࡏݱ

区分 種別 文化財の名称 数量 所有者 指定年月日
有　形
文化財 彫　刻 木造千手観音坐像 1 躯 普門寺 S15.10.14

民　俗
文化財

有　形
民　俗
文化財

赤穂の製塩用具 237 点 赤穂市
（管理者）歴史博物館 S44.4.12

無　形
民　俗
文化財

坂越の船祭 － 坂越の船渡御祭保存会 H24.3.8

記念物

史　跡

大石良雄宅跡 3,796.12㎡ 赤穂大石神社
（管理団体）赤穂市

T12.3.7
S5.5.16

赤穂城跡 190,405.17㎡ （管理団体）赤穂市
S46.3.31
S52.3.7
H15.8.27

（追加指定）

名　勝

田淵氏庭園 4,384,28㎡ 個人
S62.5.25
H18.7.28

（追加指定）
旧赤穂城庭園
本丸庭園
二之丸庭園

24,912.58㎡ 赤穂市 H14.9.20

天　然
記念物 生島樹林 80,974㎡ 大避神社 T13.12.9

イ．認定の解除
区分 छผ 文化財の名শ 量 所有者 認ఆ年݄

文化財
อ　ଘ
技　術

建࠼৭ 1 人 อ࣋者
山﨑昭ೋ

S54�4�21
ղআ年݄
H5�5�28
ڈࢮ

ウ．県指定文化財 14 件
区分 種別 文化財の名称 数量 所有者 指定年月日

有　形
文化財

建造物
旧日本専売公社
赤穂支局

（赤穂市民俗資料館）
3 棟 赤穂市 S61.3.25

指定番号 197

考　古
資　料

地蔵立像板碑 1 基
赤穂市

（管理者）
有年楢原中所地区

S62.3.24
指定番号 44

銅鐸鋳型片 1 口 赤穂市
（管理者）歴史博物館

H5.3.26
指定番号 63

民　俗
文化財

有　形
民　俗
文化財

船祭り祭礼用和船
（付船倉 1 棟）

6 隻 大避神社 S60.3.26
指定番号 34

無　形
民　俗
文化財

赤穂宝専寺恵比寿大黒舞 － 宝専寺恵比寿大黒舞
保存会

S47.3.24
指定番号 14

赤穂八幡宮獅子舞 － 尾崎獅子舞保存会 H17.3.18
指定番号 41

記念物 史　跡

みかんのへた山古墳 1 基 大避神社 S50.3.18
指定番号 45

蟻無山古墳 1 基 個人 S50.3.18
指定番号 46

野田 2 号墳 1 基
須賀神社

（管理者）
有年楢原野田地区

S61.3.25
指定番号 69

木虎谷 2 号墳 1 基 個人 H2.3.20
指定番号 76

塚山 6 号墳 1 基 個人 H2.3.20
指定番号 77

有年原・田中遺跡 6,188㎡ 赤穂市 H2.3.20
指定番号 78

東有年・沖田遺跡 6,533㎡ 赤穂市 H4.3.24
指定番号 85

黒崎墓所
（附）黒崎墓所記・
妙道寺過去帳 １冊

188㎡のうち
131.82㎡ 赤穂市 H4.3.24

指定番号 86

表 14	 赤穂市における指定文化財等（1）
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エ．市指定文化財 53 件
区分 種別 文化財の名称 数量 所有者 指定年月日

有　形
文化財

絵　画

六道絵 16 幅 誓教寺 H19.3.30
指定番号 50

女房三十六歌仙画帖 1 帖 教育委員会
（管理者）田淵記念館

H21.4.20
指定番号 53

仏涅槃図 1 幅 個人
（管理者）歴史博物館

H26.3.31
指定番号 58

当麻曼荼羅図 1 幅 個人
（管理者）歴史博物館

H26.3.31
指定番号 59

彫　刻

木造不動明王立像
（光背を含む） 1 躯 神護寺

（管理者）如来寺
S56.9.1
指定番号 1

木造毘沙門天立像 1 躯 神護寺
（管理者）如来寺

S56.9.1
指定番号 2

木造菩薩立像 2 躯 大津八幡神社
（管理者）歴史博物館

S59.3.31
指定番号 5

古　文
書　類

船賃銀定法
（付）大西家文書一括 1 面 個人 H7.5.25

指定番号 18
真殿村検地帳

（付）真殿村方文書一括
（村 301 点）（自治会 227 点）

12 冊
（528 点）

真殿自治会
（管理者）赤穂市

H9.3.31
指定番号 27

楢原村文書及び楢原自治会文書
（村 1,083 点）（自治会 1,375 点） 2,458 点 赤穂市・有年楢原自治会

（管理者）赤穂市
H10.4.27
指定番号 30

原村文書 一括 有年原自治会
（管理者）赤穂市

H12.3.31
指定番号 38

田淵家文書 一括 赤穂市教育委員会
（管理者）田淵記念館

H17.3.24
指定番号 44

真光寺旧蔵・柴原家文書 一括 赤穂市教育委員会 H18.3.30
指定番号 48

建造物

花岳寺山門 1 棟 花岳寺 H1.3.30
指定番号 13

旧坂越浦会所 1 棟 赤穂市 H4.4.30
指定番号 17

妙見寺観音堂 1 棟 妙見寺 H9.3.31
指定番号 28

近藤源八宅跡長屋門 1 棟 赤穂市 H10.4.27
指定番号 31

石造宝篋印塔 1 基 光明寺 H11.11.19
指定番号 32

石造題目笠塔婆 1 基 光明寺 H11.11.19
指定番号 33

石造五輪塔 1 基 個人 H11.11.19
指定番号 34

石造宝篋印塔 1 基 赤穂市 H12.3.31
指定番号 36

有年家長屋門 1 棟 個人 H15.4.22
指定番号 41

大蓮寺山門 1 棟 大蓮寺 H16.4.20
指定番号 42

神護寺石造物
大石良欽寄進手洗石 1 基
大石良重寄進石燈籠 2 基（1 対）
大石良雄寄進石燈籠 2 基（1 対）

5 基 神護寺
（管理者）如来寺

H22.8.24
指定番号 55

鳥井町地蔵堂
（付）石造地蔵坐像及び名号石 1 棟 鳥井自治会 H23.3.31

指定番号 56

考　古
資　料

有年考古館収蔵考古資料 1,250 点 赤穂市教育委員会 S63.3.30
指定番号 10

有年原・田中遺跡出土柱部材 1 点 赤穂市教育委員会 H17.3.24
指定番号 45

西有年・長根遺跡出土木摺臼 1 組 赤穂市教育委員会 H17.3.24
指定番号 46

有年原・田中遺跡墳丘墓出土土器 一括 赤穂市教育委員会 H21.4.20
指定番号 54

歴　史
資　料

義士墨跡並びに冨森助右衛門筆記 2 巻 赤穂市教育委員会
（管理者）歴史博物館

H7.5.25
指定番号 19

木造浅野赤穂藩主坐像
（付）厨子３基 3 躯 光浄寺

（管理者）新田自治会
H7.5.25
指定番号 20

黒尾須賀神社義士画像図絵馬
及び奉納額 50 面 有年牟礼黒尾地区

（管理者）歴史博物館
H8.3.29
指定番号 22

表 15	 赤穂市における指定文化財等（2）
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区分 種別 文化財の名称 数量 所有者 指定年月日

有　形
文化財

歴　史
史　料

木生谷三宝荒神社義士画像図絵馬
（付）牽馬図絵馬１面 48 面 木生谷三宝荒神社 H8.3.29

指定番号 23

三十六歌仙絵扁額
（付）布袋図絵馬１面 6 面 周世自治会

（管理者）歴史博物館

H11.11.19
指定番号 35
H20.5.28

（付）追加

赤穂東浜信用購買利用組合文書 一括 赤穂市教育委員会
（管理者）歴史博物館

H12.3.31
指定番号 37

光明寺町石 6 基（4 基）
（2 基）

光明寺
赤穂市教育委員会

H13.12.19
指定番号 39

前句集額 1 面 大避神社
（管理者）西有年自治会

H14.3.29
指定番号 40

暦法算額絵馬 1 面 大津八幡神社
（管理者）歴史博物館

H16.4.20
指定番号 43

井口半蔵・木村孫右衛門連署
起請文 1 点 赤穂市教育委員会

（管理者）歴史博物館
H17.3.24
指定番号 47

赤穂浅野家藩札銀拾文目札 1 枚 個人 H28.8.31
指定番号 60

赤穂浅野家藩札銀弐分札 1 枚 個人 H28.8.31
指定番号 61

無形
文化財

工　芸
技　術 赤穂緞通技法 赤穂緞通織保存会 S59.3.31

指定番号 6
有形民俗
文化財

信仰に用い
られるもの 牟礼八幡神社農耕図絵馬 1 面 牟礼八幡神社 H7.5.25

指定番号 21

無形
民俗

文化財

風　俗
慣　習

東有年八幡神社頭人行事
（付）東有年鎮座八幡神社
祭礼絵馬１面

－ 東有年八幡神社
頭人祭保存会

H18.3.30
指定番号 49
H20.5.28

（付）追加
赤穂八幡宮神幸式の頭人行列

（付）祭礼次第等文書 75 点 － 尾崎地区自治会連合会 H23.10.5
指定番号 57

塩屋荒神社屋台行事 － 塩屋屋台保存会及び塩屋西
屋台保存会

H28.8.31
指定番号 62

民　俗
芸　能

鳥撫荒神社獅子舞 － 天和獅子舞保存会 H8.3.29
指定番号 25

坂越盆踊り － 坂越盆踊り保存会 H19.3.30
指定番号 51

赤穂浜鋤き唄 － 赤穂浜鋤き唄保存会 H19.11.22
指定番号 52

史跡
遺物包含地
等の遺跡

尾崎・大塚古墳
（付）出土遺物 12 点及び
『字大塚古墳調査書類綴』

1 基 赤穂市 H8.3.29
指定番号 26

その他 伝大石良雄仮寓地跡 1,643.46㎡ 赤穂市 H9.3.31
指定番号 29

選　定
保　存
技　術

工　芸
技　術

三味線製作技法 1 人 保持者
目坂進

H7.5.25
認定番号 5

宮大工の技術 1 人 保持者
和田貞一

H12.3.31
認定番号 7

オ．認定の解除
区分 種別 名称 数量 所有者 認定年月日

選　定
保　存
技　術

工　芸
技　術

赤穂緞通の織方技法 1 人 （保持者）山本マサノ
S59.3.31
認定番号 2
解除年月日
H14.9.15 死去

播州箕・竹籠類編方技法 1 人 （保持者）谷本拙三
H7.5.25
認定番号 6
解除年月日
H15.7.31 死去

三味線製作技法 1 人 （保持者）目坂五郎
H7.5.25
認定番号 5
解除年月日
H19.2.2 死去

和船建造の技術 1 人 （保持者）湊隆司
S59.3.31
認定番号 3
解除年月日
H26.5.21 死去

赤穂緞通の織方技法 1 人 （保持者）坂口キリヱ
S59.3.31
認定番号 1
解除年月日
H29.9.16 死去

表 16	 赤穂市における指定文化財等（3）
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第３章　　赤穂市の歴史と文化

　雲火焼（うんかやき）とは、江戸時代後期に大嶋黄谷が生み出した
独特の焼き物です。大嶋黄谷は、文政 4（1821）年に赤穂で生まれ、
鋳物師を生業としていましたが、嘉永元～ 2（1848 ～ 1849）年に赤
穂に逗留していた今戸焼（江戸）の陶工、作根弁次郎に技術を学び、
陶工「梅花園　黄谷」と号しました。
　作根弁次郎は、ほうろくや瓦など日用品を製作することの多い今戸

焼では珍しく、茶器を手掛ける陶工であり、嘉永元（1848）年 9 月に熊見川（現在の加里川）
沿いの新土手に窯を築き、作品を製作しました。市内に残る作品は風炉、手焙、水指といった
茶器であり、大嶋黄谷の作風を決定づけたと言えます。
　大嶋黄谷は、嘉永 5（1852）年に雲火焼の焼成に成功しました。雲火焼は、白地に橙、黒
色の窯変が現れて夕、焼けのような景色をみせる独自の陶器ですが、その源流にあるのは安土
桃山時代に生み出された雲華焼（うんげやき）です。
　雲華焼は、江戸時代前期から中期にかけて制作された高級茶道具で、雲火焼のように橙色は
出ませんが、明るい白地に黒色の窯変を生み出すものでした。黄谷はこの焼き物に橙色を加え、
新しい作品としたのです。雲火焼は明治 10（1877）年に第 1回内国勧業博覧会に出品されて、
花紋褒賞を受賞するなど好評を得ました。
　ところが、黄谷は弟子であった前賀蓼城にこの製法を伝えませんでした。明治 37 年
（1904）の黄谷の死後、雲火焼の製法は伝承されず「幻の雲火焼」と呼ばれるようになったの
です。
　しかし、市内の陶芸家が 20 年間の試行錯誤の末、昭和 62（1987）年にその復元に成功。
平成6（199）年には兵庫県伝統的工芸品に指定されました。現在は、御崎地区に雲火焼展示館「桃
井ミュージアム」が完成し、赤穂市の重要な観光資源の一つとなっています。

コラム

雲火焼の
復活

桃井ミュージアム




